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概要 

本調査の目的は、未来の社会と医療・福祉に関する住民の意向を把握することである。

調査内容は、AI・ロボットによる医療診断から終末期医療に関わる「安楽死」・「尊厳死」・

「リビングウィル」まで未来型医療に関する様々な方面を網羅している。この調査は 2020

年 1月 31日から 2月 2日にかけて、全国のモニタ会員を対象とし、3,100人から回答を得
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A．全体集計結果 

 

Q1. あなたが、未来のあるべき姿と比較して、現在の日本の状況について、ある程度満足

に近いレベルまで達成されていると思うものは、どれですか。（いくつでも）  

表A1 現在の日本で満足している制度・政策について 

Q1 Ｎ ％ 

1. 高齢者福祉 297  9.6  

2. ＩＴ・通信技術 844  27.2  

3. 車の安全運転技術 699  22.5  

4. 地球温暖化対策 156  5.0  

5. 自然災害に対する防災対策 228  7.4  

6. 選挙・政治制度 114  3.7  

7. 医療・治療技術 756  24.4  

8. 男女平等 314  10.1  

9. 子育て支援 338  10.9  

10.裁判制度 204  6.6  

11.マスコミの報道姿勢 126  4.1  

12.救急搬送 767  24.7  

13.政府や自治体の情報公開 148  4.8  

14.その他 87  2.8  

15.わからない 913  29.5  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q2. 今後医療費が増大した場合、健康保険で受けられる医療サービスの水準と、その費用

の負担の関係について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表A2 健康保険の受益と負担の関係について 

Q2 Ｎ ％ 
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1.今後、多少負担が増えても、現在の健康保険で受けら

れる医療サービスの水準を維持するべきだ 
1,299  41.9  

2.これ以上負担が増えないように、健康保険で受けられ

る医療サービスの水準をやや抑え気味にするべきだ 
959  30.9  

3.負担を低くするために、健康保険で受けられる医療サ

ービスの水準を抑制していくべきだ 
302  9.7  

4.その他 84  2.7  

5.わからない 456  14.7  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q3. あなたは、今後、社会保障費の増大を抑制するため、政府が取り組みを強化するべき

だと思うものはどれですか。（いくつでも） 

表A3  政府が強化すべき取り組みについて 

Q3 Ｎ ％ 

1.予防活動や定期的な健康診断の受診など、本人が病気や要介護にならないような行動を

評価する制度（健康保険料や介護保険料や自己負担割合の軽減など） 
1,642  53.0  

2.健診を受けない行動、疾病や予防活動を行わない等、病気や要介護を避けようとしない

ような行動にペナルティを与える制度（健康・介護保険料の増額や自己負担割合の引き上

げなど） 

569  18.4  

3.甘味の炭酸飲料や塩分を多く含む加工食品等に対して、疾病予防の見地から税金を課し、

それらの食品等の摂取を抑制するように誘導する制度 
504  16.3  

4.病院・診療所の治療成績や費用を情報公開し、患者が自分の判断で医療機関を選べるシ

ステムの推進 
900  29.0  

5.ＤＮＡなど遺伝子レベルでの検査や治療の拡大と推進 743  24.0  

6.ＡＩやＩＣＴ技術、ロボット等の導入による、医療・福祉のコンピュータ化、情報化、

ロボット化の推進 
864  27.9  

7.その他 76  2.5  

8.わからない 471  15.2  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q4. あなたが、カウンセリングや心理相談など「心の健康」に関する治療や相談について、

これまでもっとも多く経験したものについてあてはまるものをお答えください。 

表A4 心の健康に関する相談・治療の経験について  
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Q4 全体 

1. 非 常

に 満 足

できた 

2.やや

満足で

きた 

3. ど ち

ら と も

い え な

い 

4. あ ま

り 満 足

で き な

かった 

5.全く

満足で

きなか

った 

6. 治 療 や

相 談 を し

た こ と が

ない 

1.公立の医療機関（病院等）で

の治療や相談 

Ｎ 3,100  77  395  444  138  63  1,983  

％ 100.0  2.5  12.7  14.3  4.5  2.0  64.0  

2.私立の医療機関（病院等）で

の治療や相談 

Ｎ 3,100  83  445  512  158  61  1,841  

％ 100.0  2.7  14.4  16.5  5.1  2.0  59.4  

3.公立の相談機関（センター、

相談所）での相談 

Ｎ 3,100  52  170  371  114  56  2,337  

％ 100.0  1.7  5.5  12.0  3.7  1.8  75.4  

4.私立や民間の相談機関（セ

ンター、相談所）での相談 

Ｎ 3,100  56  149  342  99  47  2,407  

％ 100.0  1.8  4.8  11.0  3.2  1.5  77.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q5. あなたは、以下にあげる健康法や病気の治療法に関する情報源で、ある程度信用して

いる情報源はどれですか。（いくつでも）  

表A5 信用している情報源について 

Q5 Ｎ ％ 

1.ＮＨＫで放送されるテレビ・ラジオの健康番組による情報 1,188  38.3  

2.民放番組で放送されるテレビ・ラジオの健康番組による情報 1,056  34.1  

3.新聞の情報記事 700  22.6  

4.一般の雑誌・週刊誌などの情報記事 268  8.6  

5.健康専門雑誌の情報記事 477  15.4  

6.医師が執筆した書籍 652  21.0  

7.医師以外の方が執筆した書籍 112  3.6  

8.インターネット上の情報（厚生労働省や専門機関の示すもの） 880  28.4  

9.インターネット上の情報（民間企業の示すもの） 496  16.0  

10.インターネット上の情報（個人のブログやＳＮＳで発信されるもの） 307  9.9  

11.友人や知人の口コミでの情報 365  11.8  

12.広告やチラシ、ＤＭによって提供される情報 44  1.4  

13.その他 31  1.0  

14.特にない 762  24.6  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 
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Q6. ガンや難病などに関して、いわゆる代替療法や民間療法（自宅で独自に食材摂取や手

当を行うこと）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表A6 代替医療や民間療法に関する考えについて 

Q6 Ｎ ％ 

1.代替療法や民間療法は根拠が希薄で、自分なら選択しないと思う 1,146  37.0  

2.代替療法や民間療法は根拠が希薄だが、自分なら選択するかもしれない 511  16.5  

3.代替療法や民間療法はそれなりに効果を経験した人がいると思うので、自分なら選択す

るかもしれない 
432  13.9  

4.代替療法や民間療法にはまだ医学では解明できない有効な効果が含まれていると思うの

で、自分なら選択すると思う 
139  4.5  

5.わからない 872  28.1  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q7. 未来型の医療として、あなたがイメージできるのは、次のうちどれですか。  

表A7 未来型医療のイメージについて 

Q7 Ｎ ％ 

1.待ち時間ゼロでいつでも受診できる医療機関 1,119  36.1  

2.全く家から出なくとも、精密な検査や診療、治療が受けられること 1,001  32.3  

3.治療や手術などの期間や時間が大幅に短縮されること（１回や１日で完治など） 1,399  45.1  

4.治療や手術、検査などで全く痛みを感じないようにできること 1,313  42.4  

5.自分の遺伝子から健康な臓器を複製し、病気になった部分と差し替えることができるこ

と 
1,026  33.1  

6.常に日常生活の中から身体の情報を収集し、自覚症状が出る前に疾病の警告が得られる

こと 
811  26.2  

7.老化をコントロールし、長期間にわたって若々しい身体の状態が維持される技術 661  21.3  

8.視力や聴力、筋力を代替する超小型ハイテク機器を身体に埋め込む技術 574  18.5  

9.人に代わって、ＡＩやロボットが診察する病院の登場 646  20.8  

10.病院ではなく自宅で、自分で治療を行うことができる機器の登場 531  17.1  

11.その他 15  0.5  

12.わからない 331  10.7  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q8. 医療技術や製薬技術の進歩のために、あなたの体の情報や診療・検査結果のデータを
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第三者が利用することについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ） 

表A8 医療データの第三者利用について 

Q8 Ｎ ％ 

1.個人が特定されないのであれば、予め同意がなくともＤＮＡ（遺伝子）情報を含む様々

なデータを自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
522  16.8  

2.個人が特定されないのであれば、予め同意をしたもとで、ＤＮＡ（遺伝子）情報を含む

様々なデータを自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
1,066  34.4  

3.個人が特定されないのであれば、ＤＮＡ（遺伝子）情報以外ならば、予め同意がなくと

も自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
187  6.0  

4.個人が特定されないのであれば、ＤＮＡ（遺伝子）情報以外ならば、予め同意をしたも

とで、自由に使って、医療製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
411  13.3  

5.例え個人が特定されなくとも、個人の身体、治療にかかわるデータを第三者が利用する

ことには反対である。 
274  8.8  

6.わからない／この中にあてはまるものはない 640  20.6  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q9. ＡＩ（人工知能）による医療診断について、あなたの考えに近い（ある程度以上同意

する）ものはどれですか。（いくつでも） 

表A9 ＡＩによる医療診断について  

Q9 Ｎ ％ 

1.根拠が明示され、結果に納得ができる 655  21.1  

2.待ち時間のストレスを緩和できる 1,044  33.7  

3.治療時間の短縮化が期待できる 990  31.9  

4.金銭的コストを改善できる 1,099  35.5  

5.人手不足の問題を解消できる 1,674  54.0  

6.地域格差の問題を解消できる 1,013  32.7  

7.間違った診断で不快にならなくて済む 496  16.0  

8.診断に対しての責任の所在に不安を感じる 795  25.6  

9.自分の感情や状況を理解してもらえるとは思えない 773  24.9  

10.複雑な症例は診断しきれないと思う 852  27.5  

11.医師がＡＩに依存して本来の役割を果たせなくなる 537  17.3  

12.医師が人工知能を使いこなせないと思う 376  12.1  
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13.その他 20  0.6  

14.わからない 343  11.1  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q10. あなたが、次のなかで、ＡＩ（人工知能）やロボットに任せてもよいと思う診療行為

はどれですか。（いくつでも） 

表A10 ＡＩに任せてもよい診療行為について 

Q10 Ｎ ％ 

1. 症状から訪れるべき医療機関や診療科の選択や候補の提示 1,386  44.7  

2. 初診や再診の予約の受付 1,996  64.4  

3. 初診の際の問診 1,196  38.6  

4. 身長、体重、血圧、視力、聴力、心拍数、体温などの測定 2,127  68.6  

5. 処方箋に基づく調剤や薬の給付 999  32.2  

6. 診療や投薬の代金支払いの会計 1,578  50.9  

7. 健康診断書や診療内容の証明書の発行 1,417  45.7  

8. 一般の健康診断の結果の分析と本人への告知・説明と保健指導 492  15.9  

9. 患者からの病状や治療方針等の質問・相談に対する回答 262  8.5  

10.入院時の病室の巡回、体温測定、病状の確認 597  19.3  

11.レントゲンの撮影 1,039  33.5  

12.採血 395  12.7  

13.注射や点滴 310  10.0  

14.歯科治療 146  4.7  

15.外科手術（開腹を伴うもの） 118  3.8  

16.死亡の判定 197  6.4  

17.ガンの告知と治療方針の説明 153  4.9  

18.その他 15  0.5  

19.わからない 310  10.0  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q11. あなたの現在の健康状態はいかがですか。（１つだけ） 

表A11 現在の健康状態について 

Q11 全体 1.よい 2.まあよい 3.ふつう 4.あまりよくない 5.よくない 

N 3,100 560 930 1,139 377 94 
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％ 100.0 18.1 30.0 36.7 12.2 3.0 

 

Q12. あなたが健康を維持するために行っていることをお選びください。（いくつでも） 

表A12 健康維持のための行動について  

Q12 Ｎ ％ 

1.職場や市町村の実施する健康診断を必ず受ける 1,186  38.3  

2.自発的に人間ドックを受診する 308  9.9  

3.定期的に運動・フィットネス・体操等を継続する 878  28.3  

4.つねに食事に気をつけ、望ましい食生活を実践する 815  26.3  

5.レジャーや旅行などの余暇活動の充実をさせている 546  17.6  

6.スマホやパソコン等の健康サポートアプリを利用する 225  7.3  

7.新聞・テレビ・雑誌などで健康の情報・知識を増やすようにしている 479  15.5  

8.油分・塩分を取りすぎないようにする 841  27.1  

9.酒・タバコを控えている 733  23.6  

10.過労に注意し、睡眠、休養を十分とるよう心がけている 1,116  36.0  

11.あてはまるものはない 488  15.7  

全体 3,100  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q13. 今後、AIやロボット技術の進展と介護人材の不足に伴って、ヒト型AIロボットが介護

の世話を行う時代が来るかもしれません。この時、あなたがヒト型AIロボットによって介

護してもらった方が良いか従来の介護士（人）によって介護してもらった方が良いかを選

んでください。 

表A13 ＡＩロボットによる介護に対する考えについて  

Q13 全体 

1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言え

ばロボットの方が

良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言

えば、人の方が良

い 

5. 人 の

方 が 良

い 

1.食事の介助 
Ｎ 3,100  247  443  1,202  764  444  

％ 100.0  8.0  14.3  38.8  24.6  14.3  

2.入浴の介助 
Ｎ 3,100  551  820  972  449  308  

％ 100.0  17.8  26.5  31.4  14.5  9.9  

3.整容の介助 
Ｎ 3,100  267  451  1,599  521  262  

％ 100.0  8.6  14.5  51.6  16.8  8.5  

4.移動の介助 
Ｎ 3,100  552  873  1,202  307  166  

％ 100.0  17.8  28.2  38.8  9.9  5.4  
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5.トイレの介

助 

Ｎ 3,100  751  1,019  865  265  200  

％ 100.0  24.2  32.9  27.9  8.5  6.5  

6.話し相手 
Ｎ 3,100  96  143  886  1,000  975  

％ 100.0  3.1  4.6  28.6  32.3  31.5  

7.ゲームや娯

楽の相手 

Ｎ 3,100  221  454  1,455  544  426  

％ 100.0  7.1  14.6  46.9  17.5  13.7  

8.部屋の掃除 
Ｎ 3,100  765  864  1,203  152  116  

％ 100.0  24.7  27.9  38.8  4.9  3.7  

9.薬の管理 
Ｎ 3,100  507  697  1,269  379  248  

％ 100.0  16.4  22.5  40.9  12.2  8.0  

10.お金の管理 
Ｎ 3,100  686  758  1,074  306  276  

％ 100.0  22.1  24.5  34.6  9.9  8.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q14. 近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前

の意思表示）」などの問題が話題になっていますが、それぞれについて、あてはまるもの

をお選びください。  

表A14 安楽死・尊厳死・リビングウィルに関する考えについて 

Q14 全体 

1. 積

極 的

に 選

択 す

る 

2. ど ち

ら か と

い え ば

選 択 す

る 

3.どち

らとも

言えな

い 

4. ど ち

ら か と

い え ば

選 択 し

ない 

5. 決

し て

選 択

し な

い 

1.あなたが病気やケガで助かる見込みがな

く、6 か月以内に死を迎えることが避けられ

ない状態にある場合、「延命治療」（ここで

は治癒にはつながらず、死期を先延ばしする

ような処置であるものとする）を選択します

か。 

Ｎ 3,100  128  354  860  952  806  

％ 100.0  4.1  11.4  27.7  30.7  26.0  

2.あなたが病気やケガで助かる見込みがな

く、6 か月以内に死を迎える可能性が高い状

態にある場合、「尊厳死」（ここでは、延命

治療をやめて痛みを緩和する処置にとどめ

て、自然死を迎えるものとする）を選択しま

すか。 

Ｎ 3,100  742  1,130  906  212  110  

％ 100.0  23.9  36.5  29.2  6.8  3.5  
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3.あなたが病気やケガで助かる見込みがな

く、6 か月以内に死を迎える可能性が高い状

態にあり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、

患者の希望にしたがって、延命治療をやめて

医師の手助けにより、患者が自ら苦しまない

方法で自死を行う形での安楽死を選択しま

すか。 

Ｎ 3,100  656  1,004  1,046  263  131  

％ 100.0  21.2  32.4  33.7  8.5  4.2  

4.あなたが病気やケガで助かる見込みがな

く、6 か月以内に死を迎える可能性が高い状

態にあり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、

患者の希望にしたがって、延命治療をやめて

医師が処置により患者を苦しめない方法で

死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

Ｎ 3,100  651  1,016  1,056  252  125  

％ 100.0  21.0  32.8  34.1  8.1  4.0  

5.あなたが病気やケガで助かる見込みがな

く、6 か月以内に死を迎える可能性が高い状

態にあり、かつ痛みや苦痛が大きく、さらに

あなたが意思表示できないような重篤な状

態の場合に医師や家族の判断で延命治療を

やめ、医師が処置により患者を苦しめない方

法で死亡させる形での安楽死を選択します

か。 

Ｎ 3,100  788  1,060  997  159  96  

％ 100.0  25.4  34.2  32.2  5.1  3.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q15. あなたの居住する市町村内または隣接する市町村にカジノを中心に宿泊施設、テーマ

パーク、商業施設などを一体的に整備する統合型リゾート（IR）が設置される場合に関し、

ギャンブル依存や風紀の乱れが心配されている一方で、地域振興も期待されています。こ

のことについてあなたの考えに近いものをお選びください。 

表A15 カジノ等の統合型リゾートに対する考えについて 

Q15 全体 

1.A

に 近

い 

2.やや

A に近

い 

3.どちら

ともいえ

ない 

4.やや

B に近

い 

5.Bに

近い 

1.【Ａ】カジノなどの問題はあるかもしれな

いが、IR によって自分の地域の経済や人口の

交流が活性化されることを重視・評価して設

Ｎ 3,100  300  598  643  745  814  
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置には賛成する。 

【Ｂ】IR 内のカジノによってギャンブル依存

や地域の風紀が乱れる心配があるので、設置

には反対する。 

％ 100.0  9.7  19.3  20.7  24.0  26.3  

2.【Ａ】諸外国に既に IRが存在し、観光客な

どが多く来訪して栄えている実績があるのだ

から、治安や風紀に関する心配は過剰で、設

置には賛成である。 

【Ｂ】経済効果があり、治安や風紀も問題な

いとしても、外国人観光客にアピールするべ

き日本の良さはもっと別のものがあると思う

ので、設置には反対である 

Ｎ 3,100  250  569  812  801  668  

％ 100.0  8.1  18.4  26.2  25.8  21.5  

3.【Ａ】地域が振興することは十分に見込ま

れるのであれば、カジノという手段にあまり

こだわらず、経済効果を追求してもよいと思

う。 

【Ｂ】例え経済的な効果が見込まれるとして

も、そもそもカジノを含む IR の設置という手

段によって地域振興を達成しようとするべき

ではないと思う。 

Ｎ 3,100  296  794  755  639  616  

％ 100.0  9.5  25.6  24.4  20.6  19.9  

4.【Ａ】IR設置の決定はある程度専門的で政

策的な側面があるから、あまり細かなことま

でこだわって設置時期が遅れるようなことが

ない方がいい。 

【Ｂ】IR 設置の意思決定のプロセスや業者、

政治家、設置権限を持つ人々の設置への関与

の透明性が確保されない限り、設置には賛成

できない。 

Ｎ 3,100  170  423  937  758  812  

％ 100.0  5.5  13.6  30.2  24.5  26.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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B．年齢別集計結果 

 

Q1. あなたが、未来のあるべき姿と比較して、現在の日本の状況について、ある程度満足

に近いレベルまで達成されていると思うものは、どれですか。（いくつでも）  

表B1 現在の日本で満足している制度・政策について 

Q1 全体 

1.高齢

者福祉 

2.ＩＴ・

通 信 技

術 

3.車の安

全運転技

術 

4.地球

温暖化

対策 

5. 自 然 災

害 に 対 す

る 防 災 対

策 

6.選挙・

政 治 制

度 

7.医療・

治 療 技

術 

8. 男

女 平

等 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  297  844  699  156  228  114  756  314  

％ 100.0  9.6  27.2  22.5  5.0  7.4  3.7  24.4  10.1  

20

代 

Ｎ 620  53  160  133  32  38  20  126  86  

％ 100.0  8.5  25.8  21.5  5.2  6.1  3.2  20.3  13.9  

30

代 

Ｎ 620  56  152  148  37  50  22  136  56  

％ 100.0  9.0  24.5  23.9  6.0  8.1  3.5  21.9  9.0  

40

代 

Ｎ 620  52  178  146  32  53  19  139  61  

％ 100.0  8.4  28.7  23.5  5.2  8.5  3.1  22.4  9.8  

50

代 

Ｎ 620  61  172  129  18  39  24  152  48  

％ 100.0  9.8  27.7  20.8  2.9  6.3  3.9  24.5  7.7  

60

代 

Ｎ 620  75  182  143  37  48  29  203  63  

％ 100.0  12.1  29.4  23.1  6.0  7.7  4.7  32.7  10.2  

 

Q1(続き) 全体 
9. 子 育

て支援 

10. 裁

判制度 

11.マスコミ

の報道姿勢 

12.救急

搬送 

13.政府や自治

体の情報公開 

14. そ

の他 

15. わ か

らない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  338  204  126  767  148  87  913  

％ 100.0  10.9  6.6  4.1  24.7  4.8  2.8  29.5  

20

代 

Ｎ 620  63  43  26  114  30  13  187  

％ 100.0  10.2  6.9  4.2  18.4  4.8  2.1  30.2  

Ｎ 620  71  29  20  142  31  16  200  
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30

代 
％ 100.0  11.5  4.7  3.2  22.9  5.0  2.6  32.3  

40

代 

Ｎ 620  63  36  20  138  25  14  182  

％ 100.0  10.2  5.8  3.2  22.3  4.0  2.3  29.4  

50

代 

Ｎ 620  70  37  25  166  27  25  181  

％ 100.0  11.3  6.0  4.0  26.8  4.4  4.0  29.2  

60

代 

Ｎ 620  71  59  35  207  35  19  163  

％ 100.0  11.5  9.5  5.6  33.4  5.6  3.1  26.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q2. 今後医療費が増大した場合、健康保険で受けられる医療サービスの水準と、その費用

の負担の関係について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表B2 健康保険の受益と負担の関係について 

Q2 全体 

1.今後、多少負担が増

えても、現在の健康保

険で受けられる医療

サービスの水準を維

持するべきだ 

2.これ以上負担が増え

ないように、健康保険

で受けられる医療サー

ビスの水準をやや抑え

気味にするべきだ 

3.負担を低くする

ために、健康保険で

受けられる医療サ

ービスの水準を抑

制していくべきだ 

4.

そ

の

他 

5. わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,299  959  302  84  456  

％ 100.0  41.9  30.9  9.7  2.7  14.7  

20

代 

Ｎ 620  250  178  72  17  103  

％ 100.0  40.3  28.7  11.6  2.7  16.6  

30

代 

Ｎ 620  250  205  57  15  93  

％ 100.0  40.3  33.1  9.2  2.4  15.0  

40

代 

Ｎ 620  236  216  62  14  92  

％ 100.0  38.1  34.8  10.0  2.3  14.8  

50

代 

Ｎ 620  267  173  58  17  105  

％ 100.0  43.1  27.9  9.4  2.7  16.9  

60

代 

Ｎ 620  296  187  53  21  63  

％ 100.0  47.7  30.2  8.5  3.4  10.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q3. あなたは、今後、社会保障費の増大を抑制するため、政府が取り組みを強化するべき

だと思うものはどれですか。（いくつでも） 

表B3  政府が強化すべき取り組みについて 
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Q3 全体 

1.予防活動

や定期的な

健康診断の

受診など、本

人が病気や

要介護にな

らないよう

な行動を評

価する制度

（健康保険

料や介護保

険料や自己

負担割合の

軽減など） 

2.健診を受

けない行動、

疾病や予防

活動を行わ

ない等、病気

や要介護を

避けようと

しないよう

な行動にペ

ナルティを

与える制度

（健康・介護

保険料の増

額や自己負

担割合の引

き上げなど） 

3. 甘 味 の

炭 酸 飲 料

や 塩 分 を

多 く 含 む

加 工 食 品

等 に 対 し

て、疾病予

防 の 見 地

か ら 税 金

を課し、そ

れ ら の 食

品 等 の 摂

取 を 抑 制

す る よ う

に 誘 導 す

る制度 

4.病院・

診 療 所

の 治 療

成 績 や

費 用 を

情 報 公

開し、患

者 が 自

分 の 判

断 で 医

療 機 関

を 選 べ

る シ ス

テ ム の

推進 

5.ＤＮ

Ａなど

遺伝子

レベル

での検

査や治

療の拡

大と推

進 

6.ＡＩや

ＩＣＴ技

術、ロボ

ット等の

導入によ

る、医療・

福祉のコ

ンピュー

タ化、情

報化、ロ

ボット化

の推進 

7.

そ

の

他 

8.わ

から

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,642  569  504  900  743  864  76  471  

％ 100.0  53.0  18.4  16.3  29.0  24.0  27.9  2.5  15.2  

20

代 

Ｎ 620  317  144  90  160  166  172  10  100  

％ 100.0  51.1  23.2  14.5  25.8  26.8  27.7  1.6  16.1  

30

代 

Ｎ 620  318  125  99  178  178  189  13  107  

％ 100.0  51.3  20.2  16.0  28.7  28.7  30.5  2.1  17.3  

40

代 

Ｎ 620  313  119  104  160  144  151  13  94  

％ 100.0  50.5  19.2  16.8  25.8  23.2  24.4  2.1  15.2  

50

代 

Ｎ 620  314  98  102  180  134  166  21  98  

％ 100.0  50.6  15.8  16.5  29.0  21.6  26.8  3.4  15.8  

60

代 

Ｎ 620  380  83  109  222  121  186  19  72  

％ 100.0  61.3  13.4  17.6  35.8  19.5  30.0  3.1  11.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q4. あなたが、カウンセリングや心理相談など「心の健康」に関する治療や相談について、

これまでもっとも多く経験したものについてあてはまるものをお答えください。 

表B4-1 公立の医療機関（病院等）での治療や相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 
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年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  77  395  444  138  63  1,983  

％ 100.0  2.5  12.7  14.3  4.5  2.0  64.0  

20

代 

Ｎ 620  34  111  82  27  14  352  

％ 100.0  5.5  17.9  13.2  4.4  2.3  56.8  

30

代 

Ｎ 620  13  83  91  26  12  395  

％ 100.0  2.1  13.4  14.7  4.2  1.9  63.7  

40

代 

Ｎ 620  9  62  100  28  13  408  

％ 100.0  1.5  10.0  16.1  4.5  2.1  65.8  

50

代 

Ｎ 620  11  64  95  25  11  414  

％ 100.0  1.8  10.3  15.3  4.0  1.8  66.8  

60

代 

Ｎ 620  10  75  76  32  13  414  

％ 100.0  1.6  12.1  12.3  5.2  2.1  66.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B4-2 私立の医療機関（病院等）での治療や相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  83  445  512  158  61  1,841  

％ 100.0  2.7  14.4  16.5  5.1  2.0  59.4  

20

代 

Ｎ 620  23  105  106  32  11  343  

％ 100.0  3.7  16.9  17.1  5.2  1.8  55.3  

30

代 

Ｎ 620  11  77  106  28  15  383  

％ 100.0  1.8  12.4  17.1  4.5  2.4  61.8  

40

代 

Ｎ 620  18  71  107  33  14  377  

％ 100.0  2.9  11.5  17.3  5.3  2.3  60.8  

50

代 

Ｎ 620  13  93  98  30  10  376  

％ 100.0  2.1  15.0  15.8  4.8  1.6  60.6  

60

代 

Ｎ 620  18  99  95  35  11  362  

％ 100.0  2.9  16.0  15.3  5.6  1.8  58.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B4-3 公立の相談機関（センター、相談所）での相談 
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 Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  52  170  371  114  56  2,337  

％ 100.0  1.7  5.5  12.0  3.7  1.8  75.4  

20

代 

Ｎ 620  23  62  63  21  10  441  

％ 100.0  3.7  10.0  10.2  3.4  1.6  71.1  

30

代 

Ｎ 620  14  36  88  24  12  446  

％ 100.0  2.3  5.8  14.2  3.9  1.9  71.9  

40

代 

Ｎ 620  5  29  77  31  10  468  

％ 100.0  0.8  4.7  12.4  5.0  1.6  75.5  

50

代 

Ｎ 620  5  22  70  18  13  492  

％ 100.0  0.8  3.5  11.3  2.9  2.1  79.4  

60

代 

Ｎ 620  5  21  73  20  11  490  

％ 100.0  0.8  3.4  11.8  3.2  1.8  79.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B4-4 私立や民間の相談機関（センター、相談所）での相談 

 Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談を

したことがない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  56  149  342  99  47  2,407  

％ 100.0  1.8  4.8  11.0  3.2  1.5  77.6  

20

代 

Ｎ 620  24  53  64  14  13  452  

％ 100.0  3.9  8.5  10.3  2.3  2.1  72.9  

30

代 

Ｎ 620  13  32  70  25  7  473  

％ 100.0  2.1  5.2  11.3  4.0  1.1  76.3  

40

代 

Ｎ 620  9  18  72  22  10  489  

％ 100.0  1.5  2.9  11.6  3.5  1.6  78.9  

50

代 

Ｎ 620  5  24  66  23  8  494  

％ 100.0  0.8  3.9  10.6  3.7  1.3  79.7  

60

代 

Ｎ 620  5  22  70  15  9  499  

％ 100.0  0.8  3.5  11.3  2.4  1.5  80.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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Q5. あなたは、以下にあげる健康法や病気の治療法に関する情報源で、ある程度信用して

いる情報源はどれですか。（いくつでも）  

表B5 信用している情報源について 

 Q5 全体 

1.ＮＨＫで放

送されるテレ

ビ・ラジオの健

康番組による

情報 

2.民放番組で

放送されるテ

レビ・ラジオの

健康番組によ

る情報 

3. 新

聞 の

情 報

記事 

4.一般の

雑誌・週

刊誌など

の情報記

事 

5. 健 康

専 門 雑

誌 の 情

報記事 

6.医師

が執筆

した書

籍 

7. 医 師

以 外 の

方 が 執

筆 し た

書籍 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,188  1,056  700  268  477  652  112  

％ 100.0  38.3  34.1  22.6  8.6  15.4  21.0  3.6  

20

代 

Ｎ 620  178  182  92  64  80  148  32  

％ 100.0  28.7  29.4  14.8  10.3  12.9  23.9  5.2  

30

代 

Ｎ 620  205  218  105  69  107  148  26  

％ 100.0  33.1  35.2  16.9  11.1  17.3  23.9  4.2  

40

代 

Ｎ 620  212  203  115  51  78  109  21  

％ 100.0  34.2  32.7  18.5  8.2  12.6  17.6  3.4  

50

代 

Ｎ 620  268  221  170  54  94  122  17  

％ 100.0  43.2  35.6  27.4  8.7  15.2  19.7  2.7  

60

代 

Ｎ 620  325  232  218  30  118  125  16  

％ 100.0  52.4  37.4  35.2  4.8  19.0  20.2  2.6  

 

 Q5(続き) 全体 

8.インターネ

ット上の情報

（厚生労働省

や専門機関の

示すもの） 

9.インター

ネット上の

情報（民間

企業の示す

もの） 

10.インターネ

ット上の情報

（個人のブロ

グやＳＮＳで

発信されるも

の） 

11.友人

や 知 人

の 口 コ

ミ で の

情報 

12.広告や

チラシ、Ｄ

Ｍ に よ っ

て 提 供 さ

れる情報 

13.

そ

の

他 

14.特

に な

い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  880  496  307  365  44  31  762  

％ 100.0  28.4  16.0  9.9  11.8  1.4  1.0  24.6  

20

代 

Ｎ 620  212  118  75  83  10  7  140  

％ 100.0  34.2  19.0  12.1  13.4  1.6  1.1  22.6  

30

代 

Ｎ 620  201  125  85  92  8  9  149  

％ 100.0  32.4  20.2  13.7  14.8  1.3  1.5  24.0  

40

代 

Ｎ 620  169  91  64  68  9  4  186  

％ 100.0  27.3  14.7  10.3  11.0  1.5  0.6  30.0  
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50

代 

Ｎ 620  154  92  48  68  10  7  158  

％ 100.0  24.8  14.8  7.7  11.0  1.6  1.1  25.5  

60

代 

Ｎ 620  144  70  35  54  7  4  129  

％ 100.0  23.2  11.3  5.6  8.7  1.1  0.6  20.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q6. ガンや難病などに関して、いわゆる代替療法や民間療法（自宅で独自に食材摂取や手

当を行うこと）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表B6 代替医療や民間療法に関する考えについて 

 Q6 全体 

1.代替療法や

民間療法は根

拠が希薄で、

自分なら選択

しないと思う 

2.代替療法や

民間療法は根

拠 が 希 薄 だ

が、自分なら

選択するかも

しれない 

3.代替療法や民間

療法はそれなりに

効果を経験した人

がいると思うの

で、自分なら選択

するかもしれない 

4.代替療法や民間療

法にはまだ医学では

解明できない有効な

効果が含まれている

と思うので、自分な

ら選択すると思う 

5. わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,146  511  432  139  872  

％ 100.0  37.0  16.5  13.9  4.5  28.1  

20

代 

Ｎ 620  191  118  98  30  183  

％ 100.0  30.8  19.0  15.8  4.8  29.5  

30

代 

Ｎ 620  202  138  78  23  179  

％ 100.0  32.6  22.3  12.6  3.7  28.9  

40

代 

Ｎ 620  220  91  95  23  191  

％ 100.0  35.5  14.7  15.3  3.7  30.8  

50

代 

Ｎ 620  269  81  74  25  171  

％ 100.0  43.4  13.1  11.9  4.0  27.6  

60

代 

Ｎ 620  264  83  87  38  148  

％ 100.0  42.6  13.4  14.0  6.1  23.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q7. 未来型の医療として、あなたがイメージできるのは、次のうちどれですか。  

表B7 未来型医療のイメージについて 



20 

Q7 全体 

1.待ち時

間ゼロで

いつでも

受診でき

る医療機

関 

2.全く家か

ら出なくと

も、精密な

検 査 や 診

療、治療が

受けられる

こと 

3.治療や手

術などの期

間や時間が

大幅に短縮

されること

（１回や１

日で完治な

ど） 

4.治療や手

術、検査な

どで全く痛

みを感じな

いようにで

きること 

5.自分の遺伝

子から健康な

臓 器 を 複 製

し、病気にな

った部分と差

し替えること

ができること 

6.常に日常

生活の中か

ら身体の情

報を収集し、

自覚症状が

出る前に疾

病の警告が

得られるこ

と 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,119  1,001  1,399  1,313  1,026  811  

％ 100.0  36.1  32.3  45.1  42.4  33.1  26.2  

20

代 

Ｎ 620  211  194  276  268  218  163  

％ 100.0  34.0  31.3  44.5  43.2  35.2  26.3  

30

代 

Ｎ 620  237  214  299  285  222  174  

％ 100.0  38.2  34.5  48.2  46.0  35.8  28.1  

40

代 

Ｎ 620  218  205  274  245  210  144  

％ 100.0  35.2  33.1  44.2  39.5  33.9  23.2  

50

代 

Ｎ 620  222  182  256  241  194  164  

％ 100.0  35.8  29.4  41.3  38.9  31.3  26.5  

60

代 

Ｎ 620  231  206  294  274  182  166  

％ 100.0  37.3  33.2  47.4  44.2  29.4  26.8  

 

Q7(続き) 全体 

7.老化をコント

ロールし、長期間

にわたって若々

しい身体の状態

が維持される技

術 

8.視力や聴力、

筋力を代替する

超小型ハイテク

機器を身体に埋

め込む技術 

9.人に代わ

って、ＡＩや

ロボットが

診察する病

院の登場 

10.病院ではな

く自宅で、自分

で治療を行う

ことができる

機器の登場 

11.

そ

の

他 

12.わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  661  574  646  531  15  331  

％ 100.0  21.3  18.5  20.8  17.1  0.5  10.7  

20

代 

Ｎ 620  124  129  144  111  2  69  

％ 100.0  20.0  20.8  23.2  17.9  0.3  11.1  

30

代 

Ｎ 620  121  132  148  116  3  62  

％ 100.0  19.5  21.3  23.9  18.7  0.5  10.0  

Ｎ 620  148  112  145  115  2  71  
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40

代 
％ 100.0  23.9  18.1  23.4  18.5  0.3  11.5  

50

代 

Ｎ 620  126  108  109  88  5  69  

％ 100.0  20.3  17.4  17.6  14.2  0.8  11.1  

60

代 

Ｎ 620  142  93  100  101  3  60  

％ 100.0  22.9  15.0  16.1  16.3  0.5  9.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q8. 医療技術や製薬技術の進歩のために、あなたの体の情報や診療・検査結果のデータを

第三者が利用することについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ） 

表B8 医療データの第三者利用について 

Q8 全体 

1.個人が特定

されないので

あれば、予め

同意がなくと

もＤＮＡ（遺

伝子）情報を

含む様々なデ

ータを自由に

使って、医療・

製薬技術の開

発に利用して

も よ い と 思

う。 

2.個人が特定

されないので

あれば、予め同

意をしたもと

で、ＤＮＡ（遺

伝子）情報を含

む様々なデー

タを自由に使

って、医療・製

薬技術の開発

に利用しても

よいと思う。 

3.個人が特

定されない

のであれば、

ＤＮＡ（遺伝

子）情報以外

ならば、予め

同意がなく

とも自由に

使って、医

療・製薬技術

の開発に利

用してもよ

いと思う。 

4.個人が特

定されない

のであれば、

ＤＮＡ（遺伝

子）情報以外

ならば、予め

同意をした

もとで、自由

に使って、医

療製薬技術

の開発に利

用してもよ

いと思う。 

5.例え個

人が特定

されなく

とも、個人

の身体、治

療にかか

わるデー

タを第三

者が利用

すること

には反対

である。 

6.わか

らない

／この

中にあ

てはま

るもの

はない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  522  1,066  187  411  274  640  

％ 100.0  16.8  34.4  6.0  13.3  8.8  20.6  

20

代 

Ｎ 620  113  220  52  73  35  127  

％ 100.0  18.2  35.5  8.4  11.8  5.6  20.5  

30

代 

Ｎ 620  97  250  37  67  45  124  

％ 100.0  15.6  40.3  6.0  10.8  7.3  20.0  

40

代 

Ｎ 620  102  194  43  92  55  134  

％ 100.0  16.5  31.3  6.9  14.8  8.9  21.6  

50

代 

Ｎ 620  110  184  30  89  65  142  

％ 100.0  17.7  29.7  4.8  14.4  10.5  22.9  

Ｎ 620  100  218  25  90  74  113  
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60

代 
％ 100.0  16.1  35.2  4.0  14.5  11.9  18.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q9. ＡＩ（人工知能）による医療診断について、あなたの考えに近い（ある程度以上同意

する）ものはどれですか。（いくつでも） 

表B9 ＡＩによる医療診断について  

Q9 全体 

1.根拠が

明示され、

結果に納

得ができ

る 

2.待ち時

間のスト

レスを緩

和できる 

3.治療時

間の短縮

化が期待

できる 

4.金銭的

コストを

改善でき

る 

5.人手不

足の問題

を解消で

きる 

6.地域格

差の問題

を解消で

きる 

7.間違っ

た診断で

不快にな

らなくて

済む 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  655  1,044  990  1,099  1,674  1,013  496  

％ 100.0  21.1  33.7  31.9  35.5  54.0  32.7  16.0  

20

代 

Ｎ 620  125  226  191  222  370  198  99  

％ 100.0  20.2  36.5  30.8  35.8  59.7  31.9  16.0  

30

代 

Ｎ 620  135  246  219  248  367  207  109  

％ 100.0  21.8  39.7  35.3  40.0  59.2  33.4  17.6  

40

代 

Ｎ 620  124  196  188  219  321  208  96  

％ 100.0  20.0  31.6  30.3  35.3  51.8  33.5  15.5  

50

代 

Ｎ 620  122  189  179  208  312  205  91  

％ 100.0  19.7  30.5  28.9  33.5  50.3  33.1  14.7  

60

代 

Ｎ 620  149  187  213  202  304  195  101  

％ 100.0  24.0  30.2  34.4  32.6  49.0  31.5  16.3  

 

Q9(続き) 全体 

8.診断に対

しての責任

の所在に不

安を感じる 

9.自分の感

情や状況を

理解しても

らえるとは

思えない 

10.複雑な

症例は診

断しきれ

ないと思

う 

11.医師がＡ

Ｉに依存し

て本来の役

割を果たせ

なくなる 

12.医師が

人 工 知 能

を 使 い こ

な せ な い

と思う 

13.

その

他 

14. わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  795  773  852  537  376  20  343  

％ 100.0  25.6  24.9  27.5  17.3  12.1  0.6  11.1  

20

代 

Ｎ 620  148  148  162  118  71  5  64  

％ 100.0  23.9  23.9  26.1  19.0  11.5  0.8  10.3  

Ｎ 620  168  154  161  105  62  4  73  
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30

代 
％ 100.0  27.1  24.8  26.0  16.9  10.0  0.6  11.8  

40

代 

Ｎ 620  145  159  164  84  68  3  69  

％ 100.0  23.4  25.6  26.5  13.5  11.0  0.5  11.1  

50

代 

Ｎ 620  162  138  182  97  70  7  77  

％ 100.0  26.1  22.3  29.4  15.6  11.3  1.1  12.4  

60

代 

Ｎ 620  172  174  183  133  105  1  60  

％ 100.0  27.7  28.1  29.5  21.5  16.9  0.2  9.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q10. あなたが、次のなかで、ＡＩ（人工知能）やロボットに任せてもよいと思う診療行為

はどれですか。（いくつでも） 

表B10 ＡＩに任せてもよい診療行為について 

Q10 全体 

1.症状から

訪れるべき

医療機関や

診療科の選

択や候補の

提示 

2. 初 診

や 再 診

の 予 約

の受付 

3.初診

の際の

問診 

4.身長、体

重、血圧、視

力、聴力、心

拍数、体温な

どの測定 

5. 処 方

箋 に 基

づ く 調

剤 や 薬

の給付 

6.診療や

投薬の代

金支払い

の会計 

7.健康診

断書や診

療内容の

証明書の

発行 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,386  1,996  1,196  2,127  999  1,578  1,417  

％ 100.0  44.7  64.4  38.6  68.6  32.2  50.9  45.7  

20

代 

Ｎ 620  249  382  242  395  165  321  267  

％ 100.0  40.2  61.6  39.0  63.7  26.6  51.8  43.1  

30

代 

Ｎ 620  274  421  255  440  209  332  291  

％ 100.0  44.2  67.9  41.1  71.0  33.7  53.5  46.9  

40

代 

Ｎ 620  258  396  208  415  195  286  259  

％ 100.0  41.6  63.9  33.5  66.9  31.5  46.1  41.8  

50

代 

Ｎ 620  304  399  232  426  221  316  295  

％ 100.0  49.0  64.4  37.4  68.7  35.6  51.0  47.6  

60

代 

Ｎ 620  301  398  259  451  209  323  305  

％ 100.0  48.5  64.2  41.8  72.7  33.7  52.1  49.2  
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Q10(続き) 全体 

8.一般の健康診

断の結果の分析

と 本 人 へ の 告

知・説明と保健

指導 

9.患者からの

病状や治療方

針等の質問・相

談に対する回

答 

10.入院時の

病室の巡回、

体温測定、病

状の確認 

11.レン

ト ゲ ン

の撮影 

12.

採血 

13. 注

射 や

点滴 

14.

歯 科

治療 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  492  262  597  1,039  395  310  146  

％ 100.0  15.9  8.5  19.3  33.5  12.7  10.0  4.7  

20

代 

Ｎ 620  91  46  102  209  70  66  42  

％ 100.0  14.7  7.4  16.5  33.7  11.3  10.6  6.8  

30

代 

Ｎ 620  103  47  126  190  78  64  31  

％ 100.0  16.6  7.6  20.3  30.6  12.6  10.3  5.0  

40

代 

Ｎ 620  102  45  98  206  72  58  34  

％ 100.0  16.5  7.3  15.8  33.2  11.6  9.4  5.5  

50

代 

Ｎ 620  88  53  117  214  78  56  17  

％ 100.0  14.2  8.5  18.9  34.5  12.6  9.0  2.7  

60

代 

Ｎ 620  108  71  154  220  97  66  22  

％ 100.0  17.4  11.5  24.8  35.5  15.6  10.6  3.5  

 

Q10(続き) 全体 
15.外科手術（開

腹を伴うもの） 

16.死亡

の判定 

17.ガンの告知と

治療方針の説明 

18. そ

の他 

19.わか

らない 

年

齢 

全体 
Ｎ 3,100  118  197  153  15  310  

％ 100.0  3.8  6.4  4.9  0.5  10.0  

20 代 
Ｎ 620  25  44  28  3  73  

％ 100.0  4.0  7.1  4.5  0.5  11.8  

30 代 
Ｎ 620  30  43  34  2  57  

％ 100.0  4.8  6.9  5.5  0.3  9.2  

40 代 
Ｎ 620  24  38  41  3  64  

％ 100.0  3.9  6.1  6.6  0.5  10.3  

50 代 
Ｎ 620  12  35  21  3  67  

％ 100.0  1.9  5.6  3.4  0.5  10.8  

60 代 
Ｎ 620  27  37  29  4  49  

％ 100.0  4.4  6.0  4.7  0.6  7.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q11. あなたの現在の健康状態はいかがですか。（１つだけ） 
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表B11 現在の健康状態について  

Q11 全体 1.よい 2.まあよい 3.ふつう 4.あまりよくない 5.よくない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  560  930  1,139  377  94  

％ 100.0  18.1  30.0  36.7  12.2  3.0  

20

代 

Ｎ 620  178  207  154  63  18  

％ 100.0  28.7  33.4  24.8  10.2  2.9  

30

代 

Ｎ 620  143  201  203  55  18  

％ 100.0  23.1  32.4  32.7  8.9  2.9  

40

代 

Ｎ 620  87  189  250  75  19  

％ 100.0  14.0  30.5  40.3  12.1  3.1  

50

代 

Ｎ 620  75  154  279  93  19  

％ 100.0  12.1  24.8  45.0  15.0  3.1  

60

代 

Ｎ 620  77  179  253  91  20  

％ 100.0  12.4  28.9  40.8  14.7  3.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q12. あなたが健康を維持するために行っていることをお選びください。（いくつでも） 

表B12 健康維持のための行動について  

Q12 全体 

1.職場や市

町村の実施

する健康診

断を必ず受

ける 

2.自発的

に人間ド

ックを受

診する 

3.定期的に

運動・フィ

ットネス・

体操等を継

続する 

4.つねに食

事に気をつ

け、望ましい

食生活を実

践する 

5.レジャー

や旅行など

の余暇活動

の充実をさ

せている 

6.スマホや

パソコン等

の健康サポ

ートアプリ

を利用する 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  1,186  308  878  815  546  225  

％ 100.0  38.3  9.9  28.3  26.3  17.6  7.3  

20

代 

Ｎ 620  139  26  188  154  139  55  

％ 100.0  22.4  4.2  30.3  24.8  22.4  8.9  

30

代 

Ｎ 620  203  57  147  130  110  51  

％ 100.0  32.7  9.2  23.7  21.0  17.7  8.2  

40

代 

Ｎ 620  259  53  166  135  87  40  

％ 100.0  41.8  8.5  26.8  21.8  14.0  6.5  

50

代 

Ｎ 620  279  81  149  155  82  37  

％ 100.0  45.0  13.1  24.0  25.0  13.2  6.0  

60

代 

Ｎ 620  306  91  228  241  128  42  

％ 100.0  49.4  14.7  36.8  38.9  20.6  6.8  
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Q12(続き) 全体 

7.新聞・テレビ・雑誌

などで健康の情報・知

識を増やすようにし

ている 

8.油分・塩分

を取りすぎな

いようにする 

9.酒・タバ

コを控え

ている 

10.過労に注意し、

睡眠、休養を十分と

るよう心がけてい

る 

11. あ て

はまるも

のはない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  479  841  733  1,116  488  

％ 100.0  15.5  27.1  23.6  36.0  15.7  

20

代 

Ｎ 620  59  121  158  209  131  

％ 100.0  9.5  19.5  25.5  33.7  21.1  

30

代 

Ｎ 620  78  135  144  221  113  

％ 100.0  12.6  21.8  23.2  35.6  18.2  

40

代 

Ｎ 620  86  157  119  211  112  

％ 100.0  13.9  25.3  19.2  34.0  18.1  

50

代 

Ｎ 620  117  172  139  220  83  

％ 100.0  18.9  27.7  22.4  35.5  13.4  

60

代 

Ｎ 620  139  256  173  255  49  

％ 100.0  22.4  41.3  27.9  41.1  7.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q13. 今後、AIやロボット技術の進展と介護人材の不足に伴って、ヒト型AIロボットが介護

の世話を行う時代が来るかもしれません。この時、あなたがヒト型AIロボットによって介

護してもらった方が良いか従来の介護士（人）によって介護してもらった方が良いかを選

んでください。 

表B13-1 食事の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  247  443  1,202  764  444  

％ 100.0  8.0  14.3  38.8  24.6  14.3  

20

代 

Ｎ 620  60  91  206  154  109  

％ 100.0  9.7  14.7  33.2  24.8  17.6  

30

代 

Ｎ 620  53  93  227  162  85  

％ 100.0  8.5  15.0  36.6  26.1  13.7  

40

代 

Ｎ 620  44  84  260  158  74  

％ 100.0  7.1  13.5  41.9  25.5  11.9  

Ｎ 620  41  88  266  136  89  
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50

代 
％ 100.0  6.6  14.2  42.9  21.9  14.4  

60

代 

Ｎ 620  49  87  243  154  87  

％ 100.0  7.9  14.0  39.2  24.8  14.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-2 入浴の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  551  820  972  449  308  

％ 100.0  17.8  26.5  31.4  14.5  9.9  

20

代 

Ｎ 620  122  143  172  100  83  

％ 100.0  19.7  23.1  27.7  16.1  13.4  

30

代 

Ｎ 620  123  168  185  88  56  

％ 100.0  19.8  27.1  29.8  14.2  9.0  

40

代 

Ｎ 620  106  188  196  78  52  

％ 100.0  17.1  30.3  31.6  12.6  8.4  

50

代 

Ｎ 620  101  158  210  99  52  

％ 100.0  16.3  25.5  33.9  16.0  8.4  

60

代 

Ｎ 620  99  163  209  84  65  

％ 100.0  16.0  26.3  33.7  13.5  10.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-3 整容の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  267  451  1,599  521  262  

％ 100.0  8.6  14.5  51.6  16.8  8.5  

20

代 

Ｎ 620  59  91  269  127  74  

％ 100.0  9.5  14.7  43.4  20.5  11.9  

30

代 

Ｎ 620  66  99  289  116  50  

％ 100.0  10.6  16.0  46.6  18.7  8.1  

40

代 

Ｎ 620  49  94  354  85  38  

％ 100.0  7.9  15.2  57.1  13.7  6.1  

Ｎ 620  44  85  356  94  41  
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50

代 
％ 100.0  7.1  13.7  57.4  15.2  6.6  

60

代 

Ｎ 620  49  82  331  99  59  

％ 100.0  7.9  13.2  53.4  16.0  9.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-4 移動の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  552  873  1,202  307  166  

％ 100.0  17.8  28.2  38.8  9.9  5.4  

20

代 

Ｎ 620  120  162  218  74  46  

％ 100.0  19.4  26.1  35.2  11.9  7.4  

30

代 

Ｎ 620  117  171  234  65  33  

％ 100.0  18.9  27.6  37.7  10.5  5.3  

40

代 

Ｎ 620  114  170  248  62  26  

％ 100.0  18.4  27.4  40.0  10.0  4.2  

50

代 

Ｎ 620  92  181  257  59  31  

％ 100.0  14.8  29.2  41.5  9.5  5.0  

60

代 

Ｎ 620  109  189  245  47  30  

％ 100.0  17.6  30.5  39.5  7.6  4.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-5 トイレの介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. ど ち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  751  1,019  865  265  200  

％ 100.0  24.2  32.9  27.9  8.5  6.5  

20

代 

Ｎ 620  169  169  160  65  57  

％ 100.0  27.3  27.3  25.8  10.5  9.2  

30

代 

Ｎ 620  173  208  157  43  39  

％ 100.0  27.9  33.5  25.3  6.9  6.3  

40

代 

Ｎ 620  149  205  177  55  34  

％ 100.0  24.0  33.1  28.5  8.9  5.5  

Ｎ 620  131  215  186  53  35  
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50

代 
％ 100.0  21.1  34.7  30.0  8.5  5.6  

60

代 

Ｎ 620  129  222  185  49  35  

％ 100.0  20.8  35.8  29.8  7.9  5.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-6 話し相手 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. ど ち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  96  143  886  1,000  975  

％ 100.0  3.1  4.6  28.6  32.3  31.5  

20

代 

Ｎ 620  19  29  139  183  250  

％ 100.0  3.1  4.7  22.4  29.5  40.3  

30

代 

Ｎ 620  21  26  162  189  222  

％ 100.0  3.4  4.2  26.1  30.5  35.8  

40

代 

Ｎ 620  12  33  189  199  187  

％ 100.0  1.9  5.3  30.5  32.1  30.2  

50

代 

Ｎ 620  22  29  207  199  163  

％ 100.0  3.5  4.7  33.4  32.1  26.3  

60

代 

Ｎ 620  22  26  189  230  153  

％ 100.0  3.5  4.2  30.5  37.1  24.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-7 ゲームや娯楽の相手 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  221  454  1,455  544  426  

％ 100.0  7.1  14.6  46.9  17.5  13.7  

20

代 

Ｎ 620  41  71  235  136  137  

％ 100.0  6.6  11.5  37.9  21.9  22.1  

30

代 

Ｎ 620  46  74  282  117  101  

％ 100.0  7.4  11.9  45.5  18.9  16.3  

40

代 

Ｎ 620  38  101  315  108  58  

％ 100.0  6.1  16.3  50.8  17.4  9.4  

Ｎ 620  50  90  318  88  74  
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50

代 
％ 100.0  8.1  14.5  51.3  14.2  11.9  

60

代 

Ｎ 620  46  118  305  95  56  

％ 100.0  7.4  19.0  49.2  15.3  9.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-8 部屋の掃除 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  765  864  1,203  152  116  

％ 100.0  24.7  27.9  38.8  4.9  3.7  

20

代 

Ｎ 620  186  146  220  39  29  

％ 100.0  30.0  23.5  35.5  6.3  4.7  

30

代 

Ｎ 620  160  175  235  27  23  

％ 100.0  25.8  28.2  37.9  4.4  3.7  

40

代 

Ｎ 620  142  166  268  23  21  

％ 100.0  22.9  26.8  43.2  3.7  3.4  

50

代 

Ｎ 620  131  183  252  34  20  

％ 100.0  21.1  29.5  40.6  5.5  3.2  

60

代 

Ｎ 620  146  194  228  29  23  

％ 100.0  23.5  31.3  36.8  4.7  3.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-9 薬の管理 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  507  697  1,269  379  248  

％ 100.0  16.4  22.5  40.9  12.2  8.0  

20

代 

Ｎ 620  121  132  211  87  69  

％ 100.0  19.5  21.3  34.0  14.0  11.1  

30

代 

Ｎ 620  108  144  243  78  47  

％ 100.0  17.4  23.2  39.2  12.6  7.6  

40

代 

Ｎ 620  88  133  284  76  39  

％ 100.0  14.2  21.5  45.8  12.3  6.3  

Ｎ 620  92  129  286  65  48  
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50

代 
％ 100.0  14.8  20.8  46.1  10.5  7.7  

60

代 

Ｎ 620  98  159  245  73  45  

％ 100.0  15.8  25.6  39.5  11.8  7.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B13-10 お金の管理 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  686  758  1,074  306  276  

％ 100.0  22.1  24.5  34.6  9.9  8.9  

20

代 

Ｎ 620  154  145  184  64  73  

％ 100.0  24.8  23.4  29.7  10.3  11.8  

30

代 

Ｎ 620  139  169  209  54  49  

％ 100.0  22.4  27.3  33.7  8.7  7.9  

40

代 

Ｎ 620  133  145  243  55  44  

％ 100.0  21.5  23.4  39.2  8.9  7.1  

50

代 

Ｎ 620  134  146  225  65  50  

％ 100.0  21.6  23.5  36.3  10.5  8.1  

60

代 

Ｎ 620  126  153  213  68  60  

％ 100.0  20.3  24.7  34.4  11.0  9.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q14. 近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前

の意思表示）」などの問題が話題になっていますが、それぞれについて、あてはまるもの

をお選びください。  

表B14-1 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎えることが避けられない

状態にある場合、「延命治療」（ここでは治癒にはつながらず、死期を先延ばしするような処置で

あるものとする）を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかといえ

ば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  128  354  860  952  806  

％ 100.0  4.1  11.4  27.7  30.7  26.0  

20

代 

Ｎ 620  38  94  191  163  134  

％ 100.0  6.1  15.2  30.8  26.3  21.6  
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30

代 

Ｎ 620  19  101  181  200  119  

％ 100.0  3.1  16.3  29.2  32.3  19.2  

40

代 

Ｎ 620  24  62  188  195  151  

％ 100.0  3.9  10.0  30.3  31.5  24.4  

50

代 

Ｎ 620  25  41  174  193  187  

％ 100.0  4.0  6.6  28.1  31.1  30.2  

60

代 

Ｎ 620  22  56  126  201  215  

％ 100.0  3.5  9.0  20.3  32.4  34.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B14-2 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

ある場合、「尊厳死」（ここでは、延命治療をやめて痛みを緩和する処置にとどめて、自然死を迎

えるものとする）を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  742  1,130  906  212  110  

％ 100.0  23.9  36.5  29.2  6.8  3.5  

20

代 

Ｎ 620  146  219  198  33  24  

％ 100.0  23.5  35.3  31.9  5.3  3.9  

30

代 

Ｎ 620  105  243  192  55  25  

％ 100.0  16.9  39.2  31.0  8.9  4.0  

40

代 

Ｎ 620  131  228  191  42  28  

％ 100.0  21.1  36.8  30.8  6.8  4.5  

50

代 

Ｎ 620  170  201  193  41  15  

％ 100.0  27.4  32.4  31.1  6.6  2.4  

60

代 

Ｎ 620  190  239  132  41  18  

％ 100.0  30.6  38.5  21.3  6.6  2.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B14-3 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師の手助け

により、患者が自ら苦しまない方法で自死を行う形での安楽死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に選

択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらと

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

年 全体 Ｎ 3,100  656  1,004  1,046  263  131  
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齢 ％ 100.0  21.2  32.4  33.7  8.5  4.2  

20

代 

Ｎ 620  126  203  199  66  26  

％ 100.0  20.3  32.7  32.1  10.6  4.2  

30

代 

Ｎ 620  117  194  216  62  31  

％ 100.0  18.9  31.3  34.8  10.0  5.0  

40

代 

Ｎ 620  127  181  233  50  29  

％ 100.0  20.5  29.2  37.6  8.1  4.7  

50

代 

Ｎ 620  135  191  229  43  22  

％ 100.0  21.8  30.8  36.9  6.9  3.5  

60

代 

Ｎ 620  151  235  169  42  23  

％ 100.0  24.4  37.9  27.3  6.8  3.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B14-4 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師が処置に

より患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  651  1,016  1,056  252  125  

％ 100.0  21.0  32.8  34.1  8.1  4.0  

20

代 

Ｎ 620  135  188  201  71  25  

％ 100.0  21.8  30.3  32.4  11.5  4.0  

30

代 

Ｎ 620  105  204  218  66  27  

％ 100.0  16.9  32.9  35.2  10.6  4.4  

40

代 

Ｎ 620  120  191  244  39  26  

％ 100.0  19.4  30.8  39.4  6.3  4.2  

50

代 

Ｎ 620  142  196  229  35  18  

％ 100.0  22.9  31.6  36.9  5.6  2.9  

60

代 

Ｎ 620  149  237  164  41  29  

％ 100.0  24.0  38.2  26.5  6.6  4.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B14-5 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きく、さらにあなたが意思表示できないような重篤な状態の場合に医師

や家族の判断で延命治療をやめ、医師が処置により患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽
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死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  788  1,060  997  159  96  

％ 100.0  25.4  34.2  32.2  5.1  3.1  

20

代 

Ｎ 620  149  192  221  38  20  

％ 100.0  24.0  31.0  35.6  6.1  3.2  

30

代 

Ｎ 620  149  205  207  41  18  

％ 100.0  24.0  33.1  33.4  6.6  2.9  

40

代 

Ｎ 620  131  208  231  23  27  

％ 100.0  21.1  33.5  37.3  3.7  4.4  

50

代 

Ｎ 620  168  216  193  28  15  

％ 100.0  27.1  34.8  31.1  4.5  2.4  

60

代 

Ｎ 620  191  239  145  29  16  

％ 100.0  30.8  38.5  23.4  4.7  2.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q15. あなたの居住する市町村内または隣接する市町村にカジノを中心に宿泊施設、テーマ

パーク、商業施設などを一体的に整備する統合型リゾート（IR）が設置される場合に関し、

ギャンブル依存や風紀の乱れが心配されている一方で、地域振興も期待されています。こ

のことについてあなたの考えに近いものをお選びください。 

表B15-1【Ａ】カジノなどの問題はあるかもしれないが、IRによって自分の地域の経済や人口の交

流が活性化されることを重視・評価して設置には賛成する。【Ｂ】IR内のカジノによってギャンブ

ル依存や地域の風紀が乱れる心配があるので、設置には反対する。 

Q15 全体 
1.A に

近い 

2.やや A

に近い 

3.どちらと

もいえない 

4.やや B

に近い 

5.B に

近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  300  598  643  745  814  

％ 100.0  9.7  19.3  20.7  24.0  26.3  

20

代 

Ｎ 620  61  149  150  143  117  

％ 100.0  9.8  24.0  24.2  23.1  18.9  

30

代 

Ｎ 620  67  137  149  137  130  

％ 100.0  10.8  22.1  24.0  22.1  21.0  

40

代 

Ｎ 620  68  120  143  149  140  

％ 100.0  11.0  19.4  23.1  24.0  22.6  

Ｎ 620  56  110  118  164  172  



35 

50

代 
％ 100.0  9.0  17.7  19.0  26.5  27.7  

60

代 

Ｎ 620  48  82  83  152  255  

％ 100.0  7.7  13.2  13.4  24.5  41.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B15-2【Ａ】諸外国に既にIRが存在し、観光客などが多く来訪して栄えている実績があるのだか

ら、治安や風紀に関する心配は過剰で、設置には賛成である。【Ｂ】経済効果があり、治安や風紀

も問題ないとしても、外国人観光客にアピールするべき日本の良さはもっと別のものがあると思う

ので、設置には反対である。 

Q15 全体 
1.A に

近い 

2.やや A

に近い 

3.どちらと

もいえない 

4.やや B

に近い 

5.B に

近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  250  569  812  801  668  

％ 100.0  8.1  18.4  26.2  25.8  21.5  

20

代 

Ｎ 620  68  125  180  148  99  

％ 100.0  11.0  20.2  29.0  23.9  16.0  

30

代 

Ｎ 620  49  135  183  166  87  

％ 100.0  7.9  21.8  29.5  26.8  14.0  

40

代 

Ｎ 620  51  114  174  161  120  

％ 100.0  8.2  18.4  28.1  26.0  19.4  

50

代 

Ｎ 620  44  100  160  170  146  

％ 100.0  7.1  16.1  25.8  27.4  23.5  

60

代 

Ｎ 620  38  95  115  156  216  

％ 100.0  6.1  15.3  18.5  25.2  34.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B15-3【Ａ】地域が振興することは十分に見込まれるのであれば、カジノという手段にあまりこ

だわらず、経済効果を追求してもよいと思う。【Ｂ】例え経済的な効果が見込まれるとしても、そ

もそもカジノを含むIRの設置という手段によって地域振興を達成しようとするべきではないと思

う。 

Q15 全体 
1.A に

近い 

2.やや A

に近い 

3.どちらと

もいえない 

4.やや B

に近い 

5.B に

近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  296  794  755  639  616  

％ 100.0  9.5  25.6  24.4  20.6  19.9  

Ｎ 620  75  184  175  100  86  
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20

代 
％ 100.0  12.1  29.7  28.2  16.1  13.9  

30

代 

Ｎ 620  62  176  174  124  84  

％ 100.0  10.0  28.4  28.1  20.0  13.5  

40

代 

Ｎ 620  63  174  156  124  103  

％ 100.0  10.2  28.1  25.2  20.0  16.6  

50

代 

Ｎ 620  51  147  144  148  130  

％ 100.0  8.2  23.7  23.2  23.9  21.0  

60

代 

Ｎ 620  45  113  106  143  213  

％ 100.0  7.3  18.2  17.1  23.1  34.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表B15-4【Ａ】IR設置の決定はある程度専門的で政策的な側面があるから、あまり細かなことまで

こだわって設置時期が遅れるようなことがない方がいい。【Ｂ】IR設置の意思決定のプロセスや業

者、政治家、設置権限を持つ人々の設置への関与の透明性が確保されない限り、設置には賛成でき

ない。 

Q15 全体 
1.A に

近い 

2.やや A

に近い 

3.どちらと

もいえない 

4.やや B

に近い 

5.B に

近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 3,100  170  423  937  758  812  

％ 100.0  5.5  13.6  30.2  24.5  26.2  

20

代 

Ｎ 620  33  94  225  154  114  

％ 100.0  5.3  15.2  36.3  24.8  18.4  

30

代 

Ｎ 620  44  97  212  146  121  

％ 100.0  7.1  15.6  34.2  23.5  19.5  

40

代 

Ｎ 620  32  82  203  159  144  

％ 100.0  5.2  13.2  32.7  25.6  23.2  

50

代 

Ｎ 620  27  85  183  140  185  

％ 100.0  4.4  13.7  29.5  22.6  29.8  

60

代 

Ｎ 620  34  65  114  159  248  

％ 100.0  5.5  10.5  18.4  25.6  40.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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C. 男女別集計結果 

 

Q1. あなたが、未来のあるべき姿と比較して、現在の日本の状況について、ある程度満足

に近いレベルまで達成されていると思うものは、どれですか。（いくつでも）  

表C1 現在の日本で満足している制度・政策について 

Q1 全体 

1. 高 齢

者福祉 

2.ＩＴ・

通 信 技

術 

3. 車 の

安 全 運

転技術 

4. 地 球

温 暖 化

対策 

5. 自 然

災 害 に

対 す る

防 災 対

策 

6.選挙・

政 治 制

度 

7.医療・

治 療 技

術 

8. 男 女

平等 

全体 
Ｎ 3,100  297  844  699  156  228  114  756  314  

％ 100.0  9.6  27.2  22.5  5.0  7.4  3.7  24.4  10.1  

男性 
Ｎ 1,550  154  439  388  98  134  70  389  193  

％ 100.0  9.9  28.3  25.0  6.3  8.6  4.5  25.1  12.5  

女性 
Ｎ 1,550  143  405  311  58  94  44  367  121  

％ 100.0  9.2  26.1  20.1  3.7  6.1  2.8  23.7  7.8  

 

Q1(続き) 全体 

9. 子 育

て支援 

10.裁判

制度 

11.マス

コ ミ の

報 道 姿

勢 

12.救急

搬送 

13.政府

や 自 治

体 の 情

報公開 

14.その

他 

15.わか

らない 

全体 
Ｎ 3,100  338  204  126  767  148  87  913  

％ 100.0  10.9  6.6  4.1  24.7  4.8  2.8  29.5  

男性 
Ｎ 1,550  146  118  77  418  85  52  416  

％ 100.0  9.4  7.6  5.0  27.0  5.5  3.4  26.8  

女性 
Ｎ 1,550  192  86  49  349  63  35  497  

％ 100.0  12.4  5.5  3.2  22.5  4.1  2.3  32.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q2. 今後医療費が増大した場合、健康保険で受けられる医療サービスの水準と、その費用
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の負担の関係について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表C2 健康保険の受益と負担の関係について 

Q2 全体 

1.今後、多少負担が

増えても、現在の健

康保険で受けられ

る医療サービスの

水準を維持するべ

きだ 

2.これ以上負担が

増えないように、健

康保険で受けられ

る医療サービスの

水準をやや抑え気

味にするべきだ 

3.負担を低くす

るために、健康保

険で受けられる

医療サービスの

水準を抑制して

いくべきだ 

4. そ の

他 

5. わ か

らない 

全体 
Ｎ 3,100  1,299  959  302  84  456  

％ 100.0  41.9  30.9  9.7  2.7  14.7  

男性 
Ｎ 1,550  636  458  180  45  231  

％ 100.0  41.0  29.5  11.6  2.9  14.9  

女性 
Ｎ 1,550  663  501  122  39  225  

％ 100.0  42.8  32.3  7.9  2.5  14.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q3. あなたは、今後、社会保障費の増大を抑制するため、政府が取り組みを強化するべき

だと思うものはどれですか。（いくつでも） 

表C3  政府が強化すべき取り組みについて 

Q3 全体 

1.予防活動

や定期的な

健康診断の

受診など、本

人が病気や

要介護にな

らないよう

な行動を評

価する制度

（健康保険

料や介護保

険料や自己

負担割合の

軽減など） 

2.健診を受

けない行動、

疾病や予防

活動を行わ

ない等、病気

や要介護を

避けようと

しないよう

な行動にペ

ナルティを

与える制度

（健康・介護

保険料の増

額や自己負

担割合の引

き上げなど） 

3. 甘 味 の

炭 酸 飲 料

や 塩 分 を

多 く 含 む

加 工 食 品

等 に 対 し

て、疾病予

防 の 見 地

か ら 税 金

を課し、そ

れ ら の 食

品 等 の 摂

取 を 抑 制

す る よ う

に 誘 導 す

る制度 

4.病院・

診療所の

治療成績

や費用を

情報公開

し、患者

が自分の

判断で医

療機関を

選べるシ

ステムの

推進 

5.ＤＮ

Ａなど

遺伝子

レベル

での検

査や治

療の拡

大と推

進 

6.ＡＩや

ＩＣＴ技

術、ロボ

ット等の

導入によ

る、医療・

福祉のコ

ンピュー

タ化、情

報化、ロ

ボット化

の推進 

7.

そ

の

他 

8.わ

から

ない 

全体 Ｎ 3,100  1,642  569  504  900  743  864  76  471  
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％ 100.0  53.0  18.4  16.3  29.0  24.0  27.9  2.5  15.2  

男性 
Ｎ 1,550  751  360  225  392  364  465  49  259  

％ 100.0  48.5  23.2  14.5  25.3  23.5  30.0  3.2  16.7  

女性 
Ｎ 1,550  891  209  279  508  379  399  27  212  

％ 100.0  57.5  13.5  18.0  32.8  24.5  25.7  1.7  13.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q4. あなたが、カウンセリングや心理相談など「心の健康」に関する治療や相談について、

これまでもっとも多く経験したものについてあてはまるものをお答えください。 

表C4-1 公立の医療機関（病院等）での治療や相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満足

できなかった 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談を

したことがない 

全体 
Ｎ 3,100  77  395  444  138  63  1,983  

％ 100.0  2.5  12.7  14.3  4.5  2.0  64.0  

男性 
Ｎ 1,550  50  220  257  69  35  919  

％ 100.0  3.2  14.2  16.6  4.5  2.3  59.3  

女性 
Ｎ 1,550  27  175  187  69  28  1,064  

％ 100.0  1.7  11.3  12.1  4.5  1.8  68.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C4-2 私立の医療機関（病院等）での治療や相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満足

できなかった 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談を

したことがない 

全体 
Ｎ 3,100  83  445  512  158  61  1,841  

％ 100.0  2.7  14.4  16.5  5.1  2.0  59.4  

男性 
Ｎ 1,550  49  241  306  92  29  833  

％ 100.0  3.2  15.5  19.7  5.9  1.9  53.7  

女性 
Ｎ 1,550  34  204  206  66  32  1,008  

％ 100.0  2.2  13.2  13.3  4.3  2.1  65.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C4-3 公立の相談機関（センター、相談所）での相談 
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Q4 全体 

1. 非常に

満 足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満足

できなかった 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談を

したことがない 

全体 
Ｎ 3,100  52  170  371  114  56  2,337  

％ 100.0  1.7  5.5  12.0  3.7  1.8  75.4  

男性 
Ｎ 1,550  34  91  231  65  27  1,102  

％ 100.0  2.2  5.9  14.9  4.2  1.7  71.1  

女性 
Ｎ 1,550  18  79  140  49  29  1,235  

％ 100.0  1.2  5.1  9.0  3.2  1.9  79.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C4-4 私立や民間の相談機関（センター、相談所）での相談 

Q4 全体 

1. 非常に

満 足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満足

できなかった 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談を

したことがない 

全体 
Ｎ 3,100  56  149  342  99  47  2,407  

％ 100.0  1.8  4.8  11.0  3.2  1.5  77.6  

男性 
Ｎ 1,550  39  94  219  62  28  1,108  

％ 100.0  2.5  6.1  14.1  4.0  1.8  71.5  

女性 
Ｎ 1,550  17  55  123  37  19  1,299  

％ 100.0  1.1  3.5  7.9  2.4  1.2  83.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q5. あなたは、以下にあげる健康法や病気の治療法に関する情報源で、ある程度信用して

いる情報源はどれですか。（いくつでも）  

表C5 信用している情報源について 

Q5 全体 

1.ＮＨＫで放

送されるテレ

ビ・ラジオの健

康番組による

情報 

2.民放番組で放

送されるテレ

ビ・ラジオの健

康番組による情

報 

3.新聞

の情報

記事 

4.一般の

雑誌・週刊

誌などの

情報記事 

5. 健 康

専 門 雑

誌 の 情

報記事 

6.医師

が執筆

した書

籍 

7. 医 師

以 外 の

方 が 執

筆 し た

書籍 

全体 
Ｎ 3,100  1,188  1,056  700  268  477  652  112  

％ 100.0  38.3  34.1  22.6  8.6  15.4  21.0  3.6  

男性 
Ｎ 1,550  566  455  322  119  208  274  61  

％ 100.0  36.5  29.4  20.8  7.7  13.4  17.7  3.9  
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女性 
Ｎ 1,550  622  601  378  149  269  378  51  

％ 100.0  40.1  38.8  24.4  9.6  17.4  24.4  3.3  

 

Q5(続き) 全体 

8.インターネ

ット上の情報

（厚生労働省

や専門機関の

示すもの） 

9.インター

ネット上の

情報（民間

企業の示す

もの） 

10.インターネ

ット上の情報

（個人のブログ

やＳＮＳで発信

されるもの） 

11. 友 人

や知人の

口コミで

の情報 

12.広告や

チラシ、Ｄ

Ｍによって

提供される

情報 

13.

そ

の

他 

14.特

に な

い 

全体 
Ｎ 3,100  880  496  307  365  44  31  762  

％ 100.0  28.4  16.0  9.9  11.8  1.4  1.0  24.6  

男性 
Ｎ 1,550  410  240  130  109  17  15  446  

％ 100.0  26.5  15.5  8.4  7.0  1.1  1.0  28.8  

女性 
Ｎ 1,550  470  256  177  256  27  16  316  

％ 100.0  30.3  16.5  11.4  16.5  1.7  1.0  20.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q6. ガンや難病などに関して、いわゆる代替療法や民間療法（自宅で独自に食材摂取や手

当を行うこと）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表C6 代替医療や民間療法に関する考えについて 

Q6 全体 

1.代替療法や

民間療法は根

拠が希薄で、自

分なら選択し

ないと思う 

2.代替療法や

民間療法は根

拠が希薄だが、

自分なら選択

するかもしれ

ない 

3.代替療法や民間

療法はそれなりに

効果を経験した人

がいると思うので、

自分なら選択する

かもしれない 

4.代替療法や民間療

法にはまだ医学では

解明できない有効な

効果が含まれている

と思うので、自分なら

選択すると思う 

5. わ

か ら

ない 

全体 
Ｎ 3,100  1,146  511  432  139  872  

％ 100.0  37.0  16.5  13.9  4.5  28.1  

男性 
Ｎ 1,550  549  265  219  73  444  

％ 100.0  35.4  17.1  14.1  4.7  28.6  

女性 
Ｎ 1,550  597  246  213  66  428  

％ 100.0  38.5  15.9  13.7  4.3  27.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q7. 未来型の医療として、あなたがイメージできるのは、次のうちどれですか。  

表C7 未来型医療のイメージについて 
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Q7 全体 

1.待ち時

間ゼロで

いつでも

受診でき

る医療機

関 

2.全く家か

ら出なくと

も、精密な

検 査 や 診

療、治療が

受けられる

こと 

3.治療や手術

などの期間や

時間が大幅に

短縮されるこ

と（１回や１

日 で 完 治 な

ど） 

4.治療や手

術、検査な

どで全く痛

みを感じな

いようにで

きること 

5.自分の遺伝

子から健康な

臓 器 を 複 製

し、病気にな

った部分と差

し替えること

ができること 

6.常に日常生

活の中から身

体の情報を収

集し、自覚症

状が出る前に

疾病の警告が

得られること 

全体 
Ｎ 3,100  1,119  1,001  1,399  1,313  1,026  811  

％ 100.0  36.1  32.3  45.1  42.4  33.1  26.2  

男性 
Ｎ 1,550  567  505  683  610  537  368  

％ 100.0  36.6  32.6  44.1  39.4  34.6  23.7  

女性 
Ｎ 1,550  552  496  716  703  489  443  

％ 100.0  35.6  32.0  46.2  45.4  31.5  28.6  

 

Q7(続き) 全体 

7.老化をコントロ

ールし、長期間に

わたって若々しい

身体の状態が維持

される技術 

8.視力や聴力、筋

力を代替する超

小型ハイテク機

器を身体に埋め

込む技術 

9.人に代わっ

て、ＡＩやロ

ボットが診察

する病院の登

場 

10.病院ではな

く自宅で、自分

で治療を行うこ

とができる機器

の登場 

11.

その

他 

12. わ

か ら

ない 

全体 
Ｎ 3,100  661  574  646  531  15  331  

％ 100.0  21.3  18.5  20.8  17.1  0.5  10.7  

男性 
Ｎ 1,550  360  295  344  272  9  188  

％ 100.0  23.2  19.0  22.2  17.5  0.6  12.1  

女性 
Ｎ 1,550  301  279  302  259  6  143  

％ 100.0  19.4  18.0  19.5  16.7  0.4  9.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q8. 医療技術や製薬技術の進歩のために、あなたの体の情報や診療・検査結果のデータを

第三者が利用することについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ） 

表C8 医療データの第三者利用について 

Q8 全体 

1.個人が特定

されないので

あれば、予め

同意がなくと

もＤＮＡ（遺

伝子）情報を

2.個人が特定

されないので

あれば、予め同

意をしたもと

で、ＤＮＡ（遺

伝子）情報を含

3.個人が特定

されないので

あれば、ＤＮ

Ａ（遺伝子）情

報 以 外 な ら

ば、予め同意

4.個人が特定

されないので

あれば、ＤＮ

Ａ（遺伝子）情

報 以 外 な ら

ば、予め同意

5. 例 え 個

人 が 特 定

さ れ な く

とも、個人

の身体、治

療 に か か

6.わか

らない

／この

中にあ

てはま
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含む様々なデ

ータを自由に

使って、医療・

製薬技術の開

発に利用して

も よ い と 思

う。 

む様々なデー

タを自由に使

って、医療・製

薬技術の開発

に利用しても

よいと思う。 

がなくとも自

由に使って、

医療・製薬技

術の開発に利

用してもよい

と思う。 

を し た も と

で、自由に使

って、医療製

薬技術の開発

に利用しても

よいと思う。 

わ る デ ー

タ を 第 三

者 が 利 用

す る こ と

に は 反 対

である。 

るもの

はない 

全体 
Ｎ 3,100  522  1,066  187  411  274  640  

％ 100.0  16.8  34.4  6.0  13.3  8.8  20.6  

男性 
Ｎ 1,550  323  529  97  153  116  332  

％ 100.0  20.8  34.1  6.3  9.9  7.5  21.4  

女性 
Ｎ 1,550  199  537  90  258  158  308  

％ 100.0  12.8  34.6  5.8  16.6  10.2  19.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q9. ＡＩ（人工知能）による医療診断について、あなたの考えに近い（ある程度以上同意

する）ものはどれですか。（いくつでも） 

表C9 ＡＩによる医療診断について  

Q9 全体 

1. 根 拠 が

明示され、

結 果 に 納

得 が で き

る 

2. 待 ち 時

間 の ス ト

レ ス を 緩

和できる 

3.治療時

間の短縮

化が期待

できる 

4.金銭的

コストを

改善でき

る 

5.人手不

足の問題

を解消で

きる 

6.地域格

差の問題

を解消で

きる 

7. 間 違 っ

た 診 断 で

不 快 に な

ら な く て

済む 

全体 
Ｎ 3,100  655  1,044  990  1,099  1,674  1,013  496  

％ 100.0  21.1  33.7  31.9  35.5  54.0  32.7  16.0  

男性 
Ｎ 1,550  404  491  502  605  768  500  293  

％ 100.0  26.1  31.7  32.4  39.0  49.5  32.3  18.9  

女性 
Ｎ 1,550  251  553  488  494  906  513  203  

％ 100.0  16.2  35.7  31.5  31.9  58.5  33.1  13.1  

 

Q9(続き) 全体 

8.診断に対

しての責任

の所在に不

安を感じる 

9.自分の感情

や状況を理解

してもらえる

とは思えない 

10.複雑な

症 例 は 診

断 し き れ

な い と 思

う 

11.医師がＡ

Ｉに依存して

本来の役割を

果たせなくな

る 

12. 医師 が

人工知能を

使いこなせ

ないと思う 

13.

その

他 

14. わ

か ら

ない 

全体 Ｎ 3,100  795  773  852  537  376  20  343  
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％ 100.0  25.6  24.9  27.5  17.3  12.1  0.6  11.1  

男性 
Ｎ 1,550  308  261  334  237  180  16  202  

％ 100.0  19.9  16.8  21.5  15.3  11.6  1.0  13.0  

女性 
Ｎ 1,550  487  512  518  300  196  4  141  

％ 100.0  31.4  33.0  33.4  19.4  12.6  0.3  9.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q10. あなたが、次のなかで、ＡＩ（人工知能）やロボットに任せてもよいと思う診療行為

はどれですか。（いくつでも） 

表C10 ＡＩに任せてもよい診療行為について 

Q10 全体 

1.症状から訪

れるべき医療

機関や診療科

の選択や候補

の提示 

2. 初 診

や 再 診

の 予 約

の受付 

3.初診

の際の

問診 

4.身長、体重、

血圧、視力、聴

力、心拍数、体

温などの測定 

5. 処 方

箋 に 基

づ く 調

剤 や 薬

の給付 

6.診療や

投薬の代

金支払い

の会計 

7. 健 康 診

断 書 や 診

療 内 容 の

証 明 書 の

発行 

全体 
Ｎ 3,100  1,386  1,996  1,196  2,127  999  1,578  1,417  

％ 100.0  44.7  64.4  38.6  68.6  32.2  50.9  45.7  

男性 
Ｎ 1,550  647  834  560  999  512  693  642  

％ 100.0  41.7  53.8  36.1  64.5  33.0  44.7  41.4  

女性 
Ｎ 1,550  739  1,162  636  1,128  487  885  775  

％ 100.0  47.7  75.0  41.0  72.8  31.4  57.1  50.0  

 

Q10(続き) 全体 

8.一般の健康診

断の結果の分析

と本人への告知・

説明と保健指導 

9.患者からの

病状や治療方

針等の質問・相

談に対する回

答 

10.入院時の

病室の巡回、

体温測定、病

状の確認 

11.レン

ト ゲ ン

の撮影 

12.

採血 

13. 注

射 や

点滴 

14.

歯 科

治療 

全体 
Ｎ 3,100  492  262  597  1,039  395  310  146  

％ 100.0  15.9  8.5  19.3  33.5  12.7  10.0  4.7  

男性 
Ｎ 1,550  280  173  330  532  221  178  84  

％ 100.0  18.1  11.2  21.3  34.3  14.3  11.5  5.4  

女性 
Ｎ 1,550  212  89  267  507  174  132  62  

％ 100.0  13.7  5.7  17.2  32.7  11.2  8.5  4.0  
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Q10(続き) 全体 
15.外科手術（開腹を伴

うもの） 

16.死亡の

判定 

17.ガンの告知と治療

方針の説明 

18.その

他 

19.わから

ない 

全体 
Ｎ 3,100  118  197  153  15  310  

％ 100.0  3.8  6.4  4.9  0.5  10.0  

男性 
Ｎ 1,550  75  116  98  12  195  

％ 100.0  4.8  7.5  6.3  0.8  12.6  

女性 
Ｎ 1,550  43  81  55  3  115  

％ 100.0  2.8  5.2  3.5  0.2  7.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q11. あなたの現在の健康状態はいかがですか。（１つだけ） 

表C11 現在の健康状態について  

Q11 全体 1.よい 2.まあよい 3.ふつう 4.あまりよくない 5.よくない 

全体 
Ｎ 3,100  560  930  1,139  377  94  

％ 100.0  18.1  30.0  36.7  12.2  3.0  

男性 
Ｎ 1,550  254  440  583  207  66  

％ 100.0  16.4  28.4  37.6  13.4  4.3  

女性 
Ｎ 1,550  306  490  556  170  28  

％ 100.0  19.7  31.6  35.9  11.0  1.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q12. あなたが健康を維持するために行っていることをお選びください。（いくつでも） 

表C12 健康維持のための行動について  

Q12 全体 

1.職場や市町

村の実施する

健康診断を必

ず受ける 

2.自発的

に人間ド

ックを受

診する 

3.定期的に

運動・フィッ

トネス・体操

等を継続す

る 

4.つねに食

事に気をつ

け、望ましい

食生活を実

践する 

5.レジャー

や旅行など

の余暇活動

の充実をさ

せている 

6.スマホや

パソコン等

の健康サポ

ートアプリ

を利用する 

全体 
Ｎ 3,100  1,186  308  878  815  546  225  

％ 100.0  38.3  9.9  28.3  26.3  17.6  7.3  

男性 
Ｎ 1,550  571  170  486  357  241  104  

％ 100.0  36.8  11.0  31.4  23.0  15.5  6.7  

女性 
Ｎ 1,550  615  138  392  458  305  121  

％ 100.0  39.7  8.9  25.3  29.5  19.7  7.8  
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Q12(続き) 全体 

7.新聞・テレビ・雑誌

などで健康の情報・知

識を増やすようにし

ている 

8.油分・塩分

を取りすぎな

いようにする 

9.酒・タバ

コを控え

ている 

10.過労に注意し、

睡眠、休養を十分と

るよう心がけてい

る 

11.あては

まるもの

はない 

全体 
Ｎ 3,100  479  841  733  1,116  488  

％ 100.0  15.5  27.1  23.6  36.0  15.7  

男性 
Ｎ 1,550  182  327  344  454  283  

％ 100.0  11.7  21.1  22.2  29.3  18.3  

女性 
Ｎ 1,550  297  514  389  662  205  

％ 100.0  19.2  33.2  25.1  42.7  13.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q13. 今後、AIやロボット技術の進展と介護人材の不足に伴って、ヒト型AIロボットが介護

の世話を行う時代が来るかもしれません。この時、あなたがヒト型AIロボットによって介

護してもらった方が良いか従来の介護士（人）によって介護してもらった方が良いかを選

んでください。 

表C13-1 食事の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えばロ

ボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  247  443  1,202  764  444  

％ 100.0  8.0  14.3  38.8  24.6  14.3  

男性 
Ｎ 1,550  143  219  622  337  229  

％ 100.0  9.2  14.1  40.1  21.7  14.8  

女性 
Ｎ 1,550  104  224  580  427  215  

％ 100.0  6.7  14.5  37.4  27.5  13.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-2 入浴の介助 

Q13 全体 
1.ロボットの

方が良い 

2.どちらかと言えばロ

ボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  551  820  972  449  308  

％ 100.0  17.8  26.5  31.4  14.5  9.9  

男性 
Ｎ 1,550  270  355  553  214  158  

％ 100.0  17.4  22.9  35.7  13.8  10.2  

女性 Ｎ 1,550  281  465  419  235  150  
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％ 100.0  18.1  30.0  27.0  15.2  9.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-3 整容の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えばロ

ボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  267  451  1,599  521  262  

％ 100.0  8.6  14.5  51.6  16.8  8.5  

男性 
Ｎ 1,550  153  222  810  220  145  

％ 100.0  9.9  14.3  52.3  14.2  9.4  

女性 
Ｎ 1,550  114  229  789  301  117  

％ 100.0  7.4  14.8  50.9  19.4  7.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-4 移動の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  552  873  1,202  307  166  

％ 100.0  17.8  28.2  38.8  9.9  5.4  

男性 
Ｎ 1,550  301  422  588  145  94  

％ 100.0  19.4  27.2  37.9  9.4  6.1  

女性 
Ｎ 1,550  251  451  614  162  72  

％ 100.0  16.2  29.1  39.6  10.5  4.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-5 トイレの介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  751  1,019  865  265  200  

％ 100.0  24.2  32.9  27.9  8.5  6.5  

男性 
Ｎ 1,550  380  466  475  128  101  

％ 100.0  24.5  30.1  30.6  8.3  6.5  

女性 
Ｎ 1,550  371  553  390  137  99  

％ 100.0  23.9  35.7  25.2  8.8  6.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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表C13-6 話し相手 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  96  143  886  1,000  975  

％ 100.0  3.1  4.6  28.6  32.3  31.5  

男性 
Ｎ 1,550  54  75  481  443  497  

％ 100.0  3.5  4.8  31.0  28.6  32.1  

女性 
Ｎ 1,550  42  68  405  557  478  

％ 100.0  2.7  4.4  26.1  35.9  30.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-7 ゲームや娯楽の相手 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えばロ

ボットの方が良い 

3.どちらで

も良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  221  454  1,455  544  426  

％ 100.0  7.1  14.6  46.9  17.5  13.7  

男性 
Ｎ 1,550  121  227  712  261  229  

％ 100.0  7.8  14.6  45.9  16.8  14.8  

女性 
Ｎ 1,550  100  227  743  283  197  

％ 100.0  6.5  14.6  47.9  18.3  12.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-8 部屋の掃除 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  765  864  1,203  152  116  

％ 100.0  24.7  27.9  38.8  4.9  3.7  

男性 
Ｎ 1,550  397  413  592  82  66  

％ 100.0  25.6  26.6  38.2  5.3  4.3  

女性 
Ｎ 1,550  368  451  611  70  50  

％ 100.0  23.7  29.1  39.4  4.5  3.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-9 薬の管理 
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Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  507  697  1,269  379  248  

％ 100.0  16.4  22.5  40.9  12.2  8.0  

男性 
Ｎ 1,550  286  361  633  148  122  

％ 100.0  18.5  23.3  40.8  9.5  7.9  

女性 
Ｎ 1,550  221  336  636  231  126  

％ 100.0  14.3  21.7  41.0  14.9  8.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C13-10 お金の管理 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

全体 
Ｎ 3,100  686  758  1,074  306  276  

％ 100.0  22.1  24.5  34.6  9.9  8.9  

男性 
Ｎ 1,550  369  343  556  135  147  

％ 100.0  23.8  22.1  35.9  8.7  9.5  

女性 
Ｎ 1,550  317  415  518  171  129  

％ 100.0  20.5  26.8  33.4  11.0  8.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q14. 近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前

の意思表示）」などの問題が話題になっていますが、それぞれについて、あてはまるもの

をお選びください。  

表C14-1 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎えることが避けられない

状態にある場合、「延命治療」（ここでは治癒にはつながらず、死期を先延ばしするような処置で

あるものとする）を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらと

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

全体 
Ｎ 3,100  128  354  860  952  806  

％ 100.0  4.1  11.4  27.7  30.7  26.0  

男性 
Ｎ 1,550  66  191  489  418  386  

％ 100.0  4.3  12.3  31.5  27.0  24.9  

女性 
Ｎ 1,550  62  163  371  534  420  

％ 100.0  4.0  10.5  23.9  34.5  27.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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表C14-2 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

ある場合、「尊厳死」（ここでは、延命治療をやめて痛みを緩和する処置にとどめて、自然死を迎

えるものとする）を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらと

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

全体 
Ｎ 3,100  742  1,130  906  212  110  

％ 100.0  23.9  36.5  29.2  6.8  3.5  

男性 
Ｎ 1,550  347  505  512  125  61  

％ 100.0  22.4  32.6  33.0  8.1  3.9  

女性 
Ｎ 1,550  395  625  394  87  49  

％ 100.0  25.5  40.3  25.4  5.6  3.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C14-3 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師の手助け

により、患者が自ら苦しまない方法で自死を行う形での安楽死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらと

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

全体 
Ｎ 3,100  656  1,004  1,046  263  131  

％ 100.0  21.2  32.4  33.7  8.5  4.2  

男性 
Ｎ 1,550  338  497  530  126  59  

％ 100.0  21.8  32.1  34.2  8.1  3.8  

女性 
Ｎ 1,550  318  507  516  137  72  

％ 100.0  20.5  32.7  33.3  8.8  4.6  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C14-4 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師が処置に

より患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらと

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

全体 
Ｎ 3,100  651  1,016  1,056  252  125  

％ 100.0  21.0  32.8  34.1  8.1  4.0  

男性 Ｎ 1,550  345  464  553  130  58  
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％ 100.0  22.3  29.9  35.7  8.4  3.7  

女性 
Ｎ 1,550  306  552  503  122  67  

％ 100.0  19.7  35.6  32.5  7.9  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C14-5 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きく、さらにあなたが意思表示できないような重篤な状態の場合に医師

や家族の判断で延命治療をやめ、医師が処置により患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽

死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらと

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

全体 
Ｎ 3,100  788  1,060  997  159  96  

％ 100.0  25.4  34.2  32.2  5.1  3.1  

男性 
Ｎ 1,550  386  481  550  87  46  

％ 100.0  24.9  31.0  35.5  5.6  3.0  

女性 
Ｎ 1,550  402  579  447  72  50  

％ 100.0  25.9  37.4  28.8  4.6  3.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q15. あなたの居住する市町村内または隣接する市町村にカジノを中心に宿泊施設、テーマ

パーク、商業施設などを一体的に整備する統合型リゾート（IR）が設置される場合に関し、

ギャンブル依存や風紀の乱れが心配されている一方で、地域振興も期待されています。こ

のことについてあなたの考えに近いものをお選びください。 

表C15-1【Ａ】カジノなどの問題はあるかもしれないが、IRによって自分の地域の経済や人口の交

流が活性化されることを重視・評価して設置には賛成する。【Ｂ】IR内のカジノによってギャンブ

ル依存や地域の風紀が乱れる心配があるので、設置には反対する。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

全体 
Ｎ 3,100  300  598  643  745  814  

％ 100.0  9.7  19.3  20.7  24.0  26.3  

男性 
Ｎ 1,550  229  360  323  255  383  

％ 100.0  14.8  23.2  20.8  16.5  24.7  

女性 
Ｎ 1,550  71  238  320  490  431  

％ 100.0  4.6  15.4  20.6  31.6  27.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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表C15-2【Ａ】諸外国に既にIRが存在し、観光客などが多く来訪して栄えている実績があるのだか

ら、治安や風紀に関する心配は過剰で、設置には賛成である。【Ｂ】経済効果があり、治安や風紀

も問題ないとしても、外国人観光客にアピールするべき日本の良さはもっと別のものがあると思う

ので、設置には反対である。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

全体 
Ｎ 3,100  250  569  812  801  668  

％ 100.0  8.1  18.4  26.2  25.8  21.5  

男性 
Ｎ 1,550  185  354  405  285  321  

％ 100.0  11.9  22.8  26.1  18.4  20.7  

女性 
Ｎ 1,550  65  215  407  516  347  

％ 100.0  4.2  13.9  26.3  33.3  22.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C15-3【Ａ】地域が振興することは十分に見込まれるのであれば、カジノという手段にあまりこ

だわらず、経済効果を追求してもよいと思う。【Ｂ】例え経済的な効果が見込まれるとしても、そ

もそもカジノを含むIRの設置という手段によって地域振興を達成しようとするべきではないと思

う。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

全体 
Ｎ 3,100  296  794  755  639  616  

％ 100.0  9.5  25.6  24.4  20.6  19.9  

男性 
Ｎ 1,550  211  445  347  249  298  

％ 100.0  13.6  28.7  22.4  16.1  19.2  

女性 
Ｎ 1,550  85  349  408  390  318  

％ 100.0  5.5  22.5  26.3  25.2  20.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表C15-4【Ａ】IR設置の決定はある程度専門的で政策的な側面があるから、あまり細かなことまで

こだわって設置時期が遅れるようなことがない方がいい。【Ｂ】IR設置の意思決定のプロセスや業

者、政治家、設置権限を持つ人々の設置への関与の透明性が確保されない限り、設置には賛成でき

ない。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

全体 
Ｎ 3,100  170  423  937  758  812  

％ 100.0  5.5  13.6  30.2  24.5  26.2  

男性 
Ｎ 1,550  137  261  439  320  393  

％ 100.0  8.8  16.8  28.3  20.6  25.4  



53 

女性 
Ｎ 1,550  33  162  498  438  419  

％ 100.0  2.1  10.5  32.1  28.3  27.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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D．全体集計結果（仙台市） 

 

Q1. あなたが、未来のあるべき姿と比較して、現在の日本の状況について、ある程度満足

に近いレベルまで達成されていると思うものは、どれですか。（いくつでも）  

表D1 現在の日本で満足している制度・政策について 

Q1 Ｎ ％ 

1. 高齢者福祉 15  11.5  

2. ＩＴ・通信技術 38  29.2  

3. 車の安全運転技術 28  21.5  

4. 地球温暖化対策 4  3.1  

5. 自然災害に対する防災対策 7  5.4  

6. 選挙・政治制度 1  0.8  

7. 医療・治療技術 32  24.6  

8. 男女平等 10  7.7  

9. 子育て支援 10  7.7  

10.裁判制度 5  3.8  

11.マスコミの報道姿勢 5  3.8  

12.救急搬送 28  21.5  

13.政府や自治体の情報公開 6  4.6  

14.その他 1  0.8  

15.わからない 47  36.2  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q2. 今後医療費が増大した場合、健康保険で受けられる医療サービスの水準と、その費用

の負担の関係について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表D2 健康保険の受益と負担の関係について 

Q2 Ｎ ％ 
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1.今後、多少負担が増えても、現在の健康保険で受けられる医療サービスの水準を維持する

べきだ 
47  36.2  

2.これ以上負担が増えないように、健康保険で受けられる医療サービスの水準をやや抑え気

味にするべきだ 
45  34.6  

3.負担を低くするために、健康保険で受けられる医療サービスの水準を抑制していくべきだ 11  8.5  

4.その他 4  3.1  

5.わからない 23  17.7  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q3. あなたは、今後、社会保障費の増大を抑制するため、政府が取り組みを強化するべき

だと思うものはどれですか。（いくつでも） 

表D3  政府が強化すべき取り組みについて 

Q3 Ｎ ％ 

1.予防活動や定期的な健康診断の受診など、本人が病気や要介護にならないような行動を評

価する制度（健康保険料や介護保険料や自己負担割合の軽減など） 
65  50.0  

2.健診を受けない行動、疾病や予防活動を行わない等、病気や要介護を避けようとしないよ

うな行動にペナルティを与える制度（健康・介護保険料の増額や自己負担割合の引き上げな

ど） 

24  18.5  

3.甘味の炭酸飲料や塩分を多く含む加工食品等に対して、疾病予防の見地から税金を課し、

それらの食品等の摂取を抑制するように誘導する制度 
18  13.8  

4.病院・診療所の治療成績や費用を情報公開し、患者が自分の判断で医療機関を選べるシス

テムの推進 
38  29.2  

5.ＤＮＡなど遺伝子レベルでの検査や治療の拡大と推進 36  27.7  

6.ＡＩやＩＣＴ技術、ロボット等の導入による、医療・福祉のコンピュータ化、情報化、ロ

ボット化の推進 
37  28.5  

7.その他 3  2.3  

8.わからない 19  14.6  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q4. あなたが、カウンセリングや心理相談など「心の健康」に関する治療や相談について、

これまでもっとも多く経験したものについてあてはまるものをお答えください。 

表D4 心の健康に関する相談・治療の経験について  
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Q4 全体 

1.非常

に満足

できた 

2.やや

満足で

きた 

3. ど ち

ら と も

い え な

い 

4. あ ま

り 満 足

で き な

かった 

5. 全 く

満 足 で

き な か

った 

6. 治療や

相 談をし

た ことが

ない 

1.公立の医療機関（病院等）で

の治療や相談 

Ｎ 130  4  10  23  8  3  82  

％ 100  3.1  7.7  17.7  6.2  2.3  63.1  

2.私立の医療機関（病院等）で

の治療や相談 

Ｎ 130  6  15  27  2  5  75  

％ 100  4.6  11.5  20.8  1.5  3.8  57.7  

3.公立の相談機関（センター、

相談所）での相談 

Ｎ 130  1  6  15  6  4  98  

％ 100  0.8  4.6  11.5  4.6  3.1  75.4  

4.私立や民間の相談機関（セ

ンター、相談所）での相談 

Ｎ 130  3  8  14  5  2  98  

％ 100  2.3  6.2  10.8  3.8  1.5  75.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q5. あなたは、以下にあげる健康法や病気の治療法に関する情報源で、ある程度信用して

いる情報源はどれですか。（いくつでも）  

表D5 信用している情報源について 

Q5 Ｎ ％ 

1.ＮＨＫで放送されるテレビ・ラジオの健康番組による情報 52  40.0  

2.民放番組で放送されるテレビ・ラジオの健康番組による情報 46  35.4  

3.新聞の情報記事 27  20.8  

4.一般の雑誌・週刊誌などの情報記事 10  7.7  

5.健康専門雑誌の情報記事 22  16.9  

6.医師が執筆した書籍 32  24.6  

7.医師以外の方が執筆した書籍 2  1.5  

8.インターネット上の情報（厚生労働省や専門機関の示すもの） 37  28.5  

9.インターネット上の情報（民間企業の示すもの） 18  13.8  

10.インターネット上の情報（個人のブログやＳＮＳで発信されるもの） 15  11.5  

11.友人や知人の口コミでの情報 15  11.5  

12.広告やチラシ、ＤＭによって提供される情報 0  0.0  

13.その他 2  1.5  

14.特にない 39  30.0  

全体 130  100.0  
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注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q6. ガンや難病などに関して、いわゆる代替療法や民間療法（自宅で独自に食材摂取や手

当を行うこと）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表D6 代替医療や民間療法に関する考えについて 

Q6 Ｎ ％ 

1.代替療法や民間療法は根拠が希薄で、自分なら選択しないと思う 49  37.7  

2.代替療法や民間療法は根拠が希薄だが、自分なら選択するかもしれない 23  17.7  

3.代替療法や民間療法はそれなりに効果を経験した人がいると思うので、自分なら選択する

かもしれない 
22  16.9  

4.代替療法や民間療法にはまだ医学では解明できない有効な効果が含まれていると思うの

で、自分なら選択すると思う 
0  0.0  

5.わからない 36  27.7  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q7. 未来型の医療として、あなたがイメージできるのは、次のうちどれですか。  

表D7 未来型医療のイメージについて 

Q7 Ｎ ％ 

1.待ち時間ゼロでいつでも受診できる医療機関 46  35.4  

2.全く家から出なくとも、精密な検査や診療、治療が受けられること 35  26.9  

3.治療や手術などの期間や時間が大幅に短縮されること（１回や１日で完治など） 61  46.9  

4.治療や手術、検査などで全く痛みを感じないようにできること 56  43.1  

5.自分の遺伝子から健康な臓器を複製し、病気になった部分と差し替えることができること 46  35.4  

6.常に日常生活の中から身体の情報を収集し、自覚症状が出る前に疾病の警告が得られること 34  26.2  

7.老化をコントロールし、長期間にわたって若々しい身体の状態が維持される技術 30  23.1  

8.視力や聴力、筋力を代替する超小型ハイテク機器を身体に埋め込む技術 18  13.8  

9.人に代わって、ＡＩやロボットが診察する病院の登場 31  23.8  

10.病院ではなく自宅で、自分で治療を行うことができる機器の登場 22  16.9  

11.その他 1  0.8  

12.わからない 16  12.3  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q8. 医療技術や製薬技術の進歩のために、あなたの体の情報や診療・検査結果のデータを
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第三者が利用することについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ） 

表D8 医療データの第三者利用について 

Q8 Ｎ ％ 

1.個人が特定されないのであれば、予め同意がなくともＤＮＡ（遺伝子）情報を含む様々な

データを自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
20  15.4  

2.個人が特定されないのであれば、予め同意をしたもとで、ＤＮＡ（遺伝子）情報を含む

様々なデータを自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
42  32.3  

3.個人が特定されないのであれば、ＤＮＡ（遺伝子）情報以外ならば、予め同意がなくとも

自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
13  10.0  

4.個人が特定されないのであれば、ＤＮＡ（遺伝子）情報以外ならば、予め同意をしたもと

で、自由に使って、医療製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 
16  12.3  

5.例え個人が特定されなくとも、個人の身体、治療にかかわるデータを第三者が利用するこ

とには反対である。 
14  10.8  

6.わからない／この中にあてはまるものはない 25  19.2  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q9. ＡＩ（人工知能）による医療診断について、あなたの考えに近い（ある程度以上同意

する）ものはどれですか。（いくつでも） 

表D9 ＡＩによる医療診断について  

Q9 Ｎ ％ 

1.根拠が明示され、結果に納得ができる 22  16.9  

2.待ち時間のストレスを緩和できる 45  34.6  

3.治療時間の短縮化が期待できる 38  29.2  

4.金銭的コストを改善できる 48  36.9  

5.人手不足の問題を解消できる 68  52.3  

6.地域格差の問題を解消できる 42  32.3  

7.間違った診断で不快にならなくて済む 22  16.9  

8.診断に対しての責任の所在に不安を感じる 35  26.9  

9.自分の感情や状況を理解してもらえるとは思えない 29  22.3  

10.複雑な症例は診断しきれないと思う 44  33.8  

11.医師がＡＩに依存して本来の役割を果たせなくなる 23  17.7  
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12.医師が人工知能を使いこなせないと思う 17  13.1  

13.その他 0  0.0  

14.わからない 16  12.3  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q10. あなたが、次のなかで、ＡＩ（人工知能）やロボットに任せてもよいと思う診療行為

はどれですか。（いくつでも） 

表D10 ＡＩに任せてもよい診療行為について 

Q10 Ｎ ％ 

1.症状から訪れるべき医療機関や診療科の選択や候補の提示 67  51.5  

2.初診や再診の予約の受付 84  64.6  

3.初診の際の問診 49  37.7  

4.身長、体重、血圧、視力、聴力、心拍数、体温などの測定 96  73.8  

5.処方箋に基づく調剤や薬の給付 42  32.3  

6.診療や投薬の代金支払いの会計 67  51.5  

7.健康診断書や診療内容の証明書の発行 55  42.3  

8.一般の健康診断の結果の分析と本人への告知・説明と保健指導 18  13.8  

9.患者からの病状や治療方針等の質問・相談に対する回答 10  7.7  

10.入院時の病室の巡回、体温測定、病状の確認 24  18.5  

11.レントゲンの撮影 37  28.5  

12.採血 12  9.2  

13.注射や点滴 11  8.5  

14.歯科治療 5  3.8  

15.外科手術（開腹を伴うもの） 8  6.2  

16.死亡の判定 8  6.2  

17.ガンの告知と治療方針の説明 7  5.4  

18.その他 0  0.0  

19.わからない 12  9.2  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q11. あなたの現在の健康状態はいかがですか。（１つだけ） 
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表D11 現在の健康状態について 

Q11 全体 1.よい 2.まあよい 3.ふつう 4.あまりよくない 5.よくない 

Ｎ 130 21 38 47 17 7 

％ 100.0 16.2 29.2 36.2 13.1 5.4 

 

Q12. あなたが健康を維持するために行っていることをお選びください。（いくつでも） 

表D12 健康維持のための行動について  

Q12 Ｎ ％ 

1.職場や市町村の実施する健康診断を必ず受ける 50  38.5  

2.自発的に人間ドックを受診する 9  6.9  

3.定期的に運動・フィットネス・体操等を継続する 27  20.8  

4.つねに食事に気をつけ、望ましい食生活を実践する 35  26.9  

5.レジャーや旅行などの余暇活動の充実をさせている 25  19.2  

6.スマホやパソコン等の健康サポートアプリを利用する 6  4.6  

7.新聞・テレビ・雑誌などで健康の情報・知識を増やすようにしている 21  16.2  

8.油分・塩分を取りすぎないようにする 34  26.2  

9.酒・タバコを控えている 31  23.8  

10.過労に注意し、睡眠、休養を十分とるよう心がけている 47  36.2  

11.あてはまるものはない 31  23.8  

全体 130  100.0  

注：表の2列目は、回答者数（人）。3列目は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q13. 今後、AIやロボット技術の進展と介護人材の不足に伴って、ヒト型AIロボットが介護

の世話を行う時代が来るかもしれません。この時、あなたがヒト型AIロボットによって介

護してもらった方が良いか従来の介護士（人）によって介護してもらった方が良いかを選

んでください。 

表D13 ＡＩロボットによる介護に対する考えについて  

Q13 全体 

1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言え

ばロボットの方が

良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと言

えば、人の方が良

い 

5. 人 の

方 が 良

い 

1.食事の介助 
Ｎ 130  7  15  57  31  20  

％ 100.0  5.4  11.5  43.8  23.8  15.4  

2.入浴の介助 Ｎ 130  19  31  45  20  15  
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％ 100.0  14.6  23.8  34.6  15.4  11.5  

3.整容の介助 
Ｎ 130  10  15  66  27  12  

％ 100.0  7.7  11.5  50.8  20.8  9.2  

4.移動の介助 
Ｎ 130  20  28  61  13  8  

％ 100.0  15.4  21.5  46.9  10.0  6.2  

5.トイレの介助 
Ｎ 130  30  40  37  12  11  

％ 100.0  23.1  30.8  28.5  9.2  8.5  

6.話し相手 
Ｎ 130  4  5  45  38  38  

％ 100.0  3.1  3.8  34.6  29.2  29.2  

7.ゲームや娯楽

の相手 

Ｎ 130  11  23  61  18  17  

％ 100.0  8.5  17.7  46.9  13.8  13.1  

8.部屋の掃除 
Ｎ 130  27  33  57  8  5  

％ 100.0  20.8  25.4  43.8  6.2  3.8  

9.薬の管理 
Ｎ 130  21  30  50  18  11  

％ 100.0  16.2  23.1  38.5  13.8  8.5  

10.お金の管理 
Ｎ 130  29  31  46  11  13  

％ 100.0  22.3  23.8  35.4  8.5  10.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q14. 近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前

の意思表示）」などの問題が話題になっていますが、それぞれについて、あてはまるもの

をお選びください。  

表D14 安楽死・尊厳死・リビングウィルに関する考えについて 

Q14 全体 

1. 積

極 的

に 選

択 す

る 

2. ど

ち ら

か と

い え

ば 選

択 す

る 

3. ど

ち ら

と も

言 え

ない 

4. ど

ち ら

か と

い え

ば 選

択 し

ない 

5. 決

し て

選 択

し な

い 

1.あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6 か月

以内に死を迎えることが避けられない状態にある場

合、「延命治療」（ここでは治癒にはつながらず、死

期を先延ばしするような処置であるものとする）を

選択しますか。 

Ｎ 130  6  12  34  40  38  

％ 100.0  4.6  9.2  26.2  30.8  29.2  
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2.あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6 か月

以内に死を迎える可能性が高い状態にある場合、「尊

厳死」（ここでは、延命治療をやめて痛みを緩和する

処置にとどめて、自然死を迎えるものとする）を選択

しますか。 

Ｎ 130  30  46  37  11  6  

％ 100.0  23.1  35.4  28.5  8.5  4.6  

3.あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6 か月

以内に死を迎える可能性が高い状態にあり、かつ痛

みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、

延命治療をやめて医師の手助けにより、患者が自ら

苦しまない方法で自死を行う形での安楽死を選択し

ますか。 

Ｎ 130  26  38  51  10  5  

％ 100.0  20.0  29.2  39.2  7.7  3.8  

4.あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6 か月

以内に死を迎える可能性が高い状態にあり、かつ痛

みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、

延命治療をやめて医師が処置により患者を苦しめな

い方法で死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

Ｎ 130  23  37  54  10  6  

％ 100.0  17.7  28.5  41.5  7.7  4.6  

5.あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6 か月

以内に死を迎える可能性が高い状態にあり、かつ痛

みや苦痛が大きく、さらにあなたが意思表示できな

いような重篤な状態の場合に医師や家族の判断で延

命治療をやめ、医師が処置により患者を苦しめない

方法で死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

Ｎ 130  27  49  45  6  3  

％ 100.0  20.8  37.7  34.6  4.6  2.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q15. あなたの居住する市町村内または隣接する市町村にカジノを中心に宿泊施設、テーマ

パーク、商業施設などを一体的に整備する統合型リゾート（IR）が設置される場合に関し、

ギャンブル依存や風紀の乱れが心配されている一方で、地域振興も期待されています。こ

のことについてあなたの考えに近いものをお選びください。 

表D15 カジノ等の統合型リゾートに対する考えについて 

Q15 全体 

1.A

に 近

い 

2.やや

A に近

い 

3.どちら

ともいえ

ない 

4.やや

B に近

い 

5.Bに

近い 

1.【Ａ】カジノなどの問題はあるかもしれない

が、IRによって自分の地域の経済や人口の交流

が活性化されることを重視・評価して設置には

Ｎ 130  11  20  27  30  42  
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賛成する。  

 【Ｂ】IR 内のカジノによってギャンブル依存

や地域の風紀が乱れる心配があるので、設置に

は反対する。 

％ 100.0  8.5  15.4  20.8  23.1  32.3  

2.【Ａ】諸外国に既に IRが存在し、観光客など

が多く来訪して栄えている実績があるのだか

ら、治安や風紀に関する心配は過剰で、設置に

は賛成である。  

 【Ｂ】経済効果があり、治安や風紀も問題ない

としても、外国人観光客にアピールするべき日

本の良さはもっと別のものがあると思うので、

設置には反対である。 

Ｎ 130  9  22  36  31  32  

％ 100.0  6.9  16.9  27.7  23.8  24.6  

3.【Ａ】地域が振興することは十分に見込まれ

るのであれば、カジノという手段にあまりこだ

わらず、経済効果を追求してもよいと思う。  

 【Ｂ】例え経済的な効果が見込まれるとして

も、そもそもカジノを含む IR の設置という手段

によって地域振興を達成しようとするべきでは

ないと思う。 

Ｎ 130  10  25  44  23  28  

％ 100.0  7.7  19.2  33.8  17.7  21.5  

4.【Ａ】IR設置の決定はある程度専門的で政策

的な側面があるから、あまり細かなことまでこ

だわって設置時期が遅れるようなことがない方

がいい。  

 【Ｂ】IR 設置の意思決定のプロセスや業者、

政治家、設置権限を持つ人々の設置への関与の

透明性が確保されない限り、設置には賛成でき

ない。 

Ｎ 130  7  21  34  32  36  

％ 100.0  5.4  16.2  26.2  24.6  27.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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E．年齢別集計結果（仙台市） 

 

Q1. あなたが、未来のあるべき姿と比較して、現在の日本の状況について、ある程度満足

に近いレベルまで達成されていると思うものは、どれですか。（いくつでも）  

表E1 現在の日本で満足している制度・政策について 

Q1 全体 

1.高齢

者福祉 

2.ＩＴ・

通 信 技

術 

3.車の安

全運転技

術 

4.地球

温暖化

対策 

5.自然災害

に対する防

災対策 

6.選挙・

政 治 制

度 

7.医療・

治 療 技

術 

8. 男

女 平

等 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  15  38  28  4  7  1  32  10  

％ 100.0  11.5  29.2  21.5  3.1  5.4  0.8  24.6  7.7  

20

代 

Ｎ 27  3  7  5  0  0  0  6  2  

％ 100.0  11.1  25.9  18.5  0.0  0.0  0.0  22.2  7.4  

30

代 

Ｎ 29  4  8  9  1  1  0  6  2  

％ 100.0  13.8  27.6  31.0  3.4  3.4  0.0  20.7  6.9  

40

代 

Ｎ 27  1  6  5  1  2  0  4  0  

％ 100.0  3.7  22.2  18.5  3.7  7.4  0.0  14.8  0.0  

50

代 

Ｎ 24  3  8  3  0  1  0  6  3  

％ 100.0  12.5  33.3  12.5  0.0  4.2  0.0  25.0  12.5  

60

代 

Ｎ 23  4  9  6  2  3  1  10  3  

％ 100.0  17.4  39.1  26.1  8.7  13.0  4.3  43.5  13.0  

 

Q1(続き) 全体 
9. 子 育

て支援 

10. 裁

判制度 

11.マスコミ

の報道姿勢 

12.救急

搬送 

13.政府や自治

体の情報公開 

14. そ

の他 

15. わ か

らない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  10  5  5  28  6  1  47  

％ 100.0  7.7  3.8  3.8  21.5  4.6  0.8  36.2  

20

代 

Ｎ 27  2  0  1  6  1  0  9  

％ 100.0  7.4  0.0  3.7  22.2  3.7  0.0  33.3  

30

代 

Ｎ 29  3  0  0  8  1  0  8  

％ 100.0  10.3  0.0  0.0  27.6  3.4  0.0  27.6  
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40

代 

Ｎ 27  1  1  1  4  1  0  13  

％ 100.0  3.7  3.7  3.7  14.8  3.7  0.0  48.1  

50

代 

Ｎ 24  1  2  1  6  1  1  9  

％ 100.0  4.2  8.3  4.2  25.0  4.2  4.2  37.5  

60

代 

Ｎ 23  3  2  2  4  2  0  8  

％ 100.0  13.0  8.7  8.7  17.4  8.7  0.0  34.8  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q2. 今後医療費が増大した場合、健康保険で受けられる医療サービスの水準と、その費用

の負担の関係について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表E2 健康保険の受益と負担の関係について 

Q2 全体 

1.今後、多少負担が

増えても、現在の健

康保険で受けられる

医療サービスの水準

を維持するべきだ 

2.これ以上負担が増え

ないように、健康保険

で受けられる医療サー

ビスの水準をやや抑え

気味にするべきだ 

3.負担を低くする

ために、健康保険で

受けられる医療サ

ービスの水準を抑

制していくべきだ 

4.

そ

の

他 

5. わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  47  45  11  4  23  

％ 100.0  36.2  34.6  8.5  3.1  17.7  

20

代 

Ｎ 27  13  9  1  0  4  

％ 100.0  48.1  33.3  3.7  0.0  14.8  

30

代 

Ｎ 29  11  10  2  0  6  

％ 100.0  37.9  34.5  6.9  0.0  20.7  

40

代 

Ｎ 27  4  12  4  0  7  

％ 100.0  14.8  44.4  14.8  0.0  25.9  

50

代 

Ｎ 24  9  5  4  2  4  

％ 100.0  37.5  20.8  16.7  8.3  16.7  

60

代 

Ｎ 23  10  9  0  2  2  

％ 100.0  43.5  39.1  0.0  8.7  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q3. あなたは、今後、社会保障費の増大を抑制するため、政府が取り組みを強化するべき

だと思うものはどれですか。（いくつでも） 

表E3  政府が強化すべき取り組みについて 



66 

Q3 全体 

1.予防活動

や定期的な

健康診断の

受診など、

本人が病気

や要介護に

ならないよ

うな行動を

評価する制

度（健康保

険料や介護

保険料や自

己負担割合

の 軽 減 な

ど） 

2.健診を受

けない行動、

疾病や予防

活動を行わ

ない等、病気

や要介護を

避けようと

しないよう

な行動にペ

ナルティを

与える制度

（健康・介護

保険料の増

額や自己負

担割合の引

き上げなど） 

3. 甘 味 の

炭 酸 飲 料

や 塩 分 を

多 く 含 む

加 工 食 品

等 に 対 し

て、疾病予

防 の 見 地

か ら 税 金

を課し、そ

れ ら の 食

品 等 の 摂

取 を 抑 制

す る よ う

に 誘 導 す

る制度 

4.病院・

診 療 所

の 治 療

成 績 や

費 用 を

情 報 公

開し、患

者 が 自

分 の 判

断 で 医

療 機 関

を 選 べ

る シ ス

テ ム の

推進 

5.ＤＮ

Ａなど

遺伝子

レベル

での検

査や治

療の拡

大と推

進 

6.ＡＩや

ＩＣＴ技

術、ロボ

ット等の

導入によ

る、医療・

福祉のコ

ンピュー

タ化、情

報化、ロ

ボット化

の推進 

7.

そ

の

他 

8.わ

から

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  65  24  18  38  36  37  3  19  

％ 100.0  50.0  18.5  13.8  29.2  27.7  28.5  2.3  14.6  

20

代 

Ｎ 27  16  10  3  10  9  6  0  2  

％ 100.0  59.3  37.0  11.1  37.0  33.3  22.2  0.0  7.4  

30

代 

Ｎ 29  13  8  2  9  7  7  1  5  

％ 100.0  44.8  27.6  6.9  31.0  24.1  24.1  3.4  17.2  

40

代 

Ｎ 27  10  2  4  5  10  9  0  7  

％ 100.0  37.0  7.4  14.8  18.5  37.0  33.3  0.0  25.9  

50

代 

Ｎ 24  11  2  4  5  7  9  1  4  

％ 100.0  45.8  8.3  16.7  20.8  29.2  37.5  4.2  16.7  

60

代 

Ｎ 23  15  2  5  9  3  6  1  1  

％ 100.0  65.2  8.7  21.7  39.1  13.0  26.1  4.3  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q4. あなたが、カウンセリングや心理相談など「心の健康」に関する治療や相談について、

これまでもっとも多く経験したものについてあてはまるものをお答えください。 

表E4-1 公立の医療機関（病院等）での治療や相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 
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年

齢 

全

体 

Ｎ 130  4  10  23  8  3  82  

％ 100.0  3.1  7.7  17.7  6.2  2.3  63.1  

20

代 

Ｎ 27  1  4  5  1  0  16  

％ 100.0  3.7  14.8  18.5  3.7  0.0  59.3  

30

代 

Ｎ 29  1  4  5  3  0  16  

％ 100.0  3.4  13.8  17.2  10.3  0.0  55.2  

40

代 

Ｎ 27  1  0  5  0  2  19  

％ 100.0  3.7  0.0  18.5  0.0  7.4  70.4  

50

代 

Ｎ 24  1  0  4  2  0  17  

％ 100.0  4.2  0.0  16.7  8.3  0.0  70.8  

60

代 

Ｎ 23  0  2  4  2  1  14  

％ 100.0  0.0  8.7  17.4  8.7  4.3  60.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E4-2 私立の医療機関（病院等）での治療や相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  6  15  27  2  5  75  

％ 100.0  4.6  11.5  20.8  1.5  3.8  57.7  

20

代 

Ｎ 27  1  4  5  0  0  17  

％ 100.0  3.7  14.8  18.5  0.0  0.0  63.0  

30

代 

Ｎ 29  2  3  7  1  2  14  

％ 100.0  6.9  10.3  24.1  3.4  6.9  48.3  

40

代 

Ｎ 27  0  1  6  0  2  18  

％ 100.0  0.0  3.7  22.2  0.0  7.4  66.7  

50

代 

Ｎ 24  1  3  4  1  1  14  

％ 100.0  4.2  12.5  16.7  4.2  4.2  58.3  

60

代 

Ｎ 23  2  4  5  0  0  12  

％ 100.0  8.7  17.4  21.7  0.0  0.0  52.2  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E4-3 公立の相談機関（センター、相談所）での相談 
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Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  1  6  15  6  4  98  

％ 100.0  0.8  4.6  11.5  4.6  3.1  75.4  

20

代 

Ｎ 27  0  3  3  0  1  20  

％ 100.0  0.0  11.1  11.1  0.0  3.7  74.1  

30

代 

Ｎ 29  1  2  3  4  0  19  

％ 100.0  3.4  6.9  10.3  13.8  0.0  65.5  

40

代 

Ｎ 27  0  1  2  0  1  23  

％ 100.0  0.0  3.7  7.4  0.0  3.7  85.2  

50

代 

Ｎ 24  0  0  3  1  1  19  

％ 100.0  0.0  0.0  12.5  4.2  4.2  79.2  

60

代 

Ｎ 23  0  0  4  1  1  17  

％ 100.0  0.0  0.0  17.4  4.3  4.3  73.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E4-4 私立や民間の相談機関（センター、相談所）での相談 

Q4 全体 

1.非常に

満足でき

た 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満

足できなか

った 

5.全く満足

できなかっ

た 

6.治療や相談

をしたことが

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  3  8  14  5  2  98  

％ 100.0  2.3  6.2  10.8  3.8  1.5  75.4  

20

代 

Ｎ 27  0  4  2  0  0  21  

％ 100.0  0.0  14.8  7.4  0.0  0.0  77.8  

30

代 

Ｎ 29  3  1  5  1  1  18  

％ 100.0  10.3  3.4  17.2  3.4  3.4  62.1  

40

代 

Ｎ 27  0  1  2  1  1  22  

％ 100.0  0.0  3.7  7.4  3.7  3.7  81.5  

50

代 

Ｎ 24  0  0  3  1  0  20  

％ 100.0  0.0  0.0  12.5  4.2  0.0  83.3  

60

代 

Ｎ 23  0  2  2  2  0  17  

％ 100.0  0.0  8.7  8.7  8.7  0.0  73.9  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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Q5. あなたは、以下にあげる健康法や病気の治療法に関する情報源で、ある程度信用して

いる情報源はどれですか。（いくつでも）  

表E5 信用している情報源について 

Q5 全体 

1.ＮＨＫで放

送されるテレ

ビ・ラジオの

健康番組によ

る情報 

2.民放番組で

放送されるテ

レビ・ラジオの

健康番組によ

る情報 

3.新聞

の情報

記事 

4.一般の

雑誌・週刊

誌などの

情報記事 

5. 健 康

専 門 雑

誌 の 情

報記事 

6.医師

が執筆

した書

籍 

7. 医 師

以 外 の

方 が 執

筆 し た

書籍 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  52  46  27  10  22  32  2  

％ 100.0  40.0  35.4  20.8  7.7  16.9  24.6  1.5  

20

代 

Ｎ 27  10  7  3  0  1  6  0  

％ 100.0  37.0  25.9  11.1  0.0  3.7  22.2  0.0  

30

代 

Ｎ 29  11  10  5  3  7  10  0  

％ 100.0  37.9  34.5  17.2  10.3  24.1  34.5  0.0  

40

代 

Ｎ 27  7  8  3  1  2  4  0  

％ 100.0  25.9  29.6  11.1  3.7  7.4  14.8  0.0  

50

代 

Ｎ 24  10  11  9  4  6  4  2  

％ 100.0  41.7  45.8  37.5  16.7  25.0  16.7  8.3  

60

代 

Ｎ 23  14  10  7  2  6  8  0  

％ 100.0  60.9  43.5  30.4  8.7  26.1  34.8  0.0  

 

Q5(続き) 全体 

8.インターネ

ット上の情報

（厚生労働省

や専門機関の

示すもの） 

9.インター

ネット上の

情報（民間

企業の示す

もの） 

10.インターネ

ット上の情報

（個人のブロ

グやＳＮＳで

発信されるも

の） 

11.友人

や 知 人

の 口 コ

ミ で の

情報 

12.広告や

チラシ、Ｄ

Ｍ に よ っ

て 提 供 さ

れる情報 

13.

そ

の

他 

14.特

に な

い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  37  18  15  15  0  2  39  

％ 100.0  28.5  13.8  11.5  11.5  0.0  1.5  30.0  

20

代 

Ｎ 27  8  3  2  5  0  0  11  

％ 100.0  29.6  11.1  7.4  18.5  0.0  0.0  40.7  

30

代 

Ｎ 29  12  6  5  4  0  1  5  

％ 100.0  41.4  20.7  17.2  13.8  0.0  3.4  17.2  

40

代 

Ｎ 27  5  3  5  0  0  0  12  

％ 100.0  18.5  11.1  18.5  0.0  0.0  0.0  44.4  
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50

代 

Ｎ 24  7  5  2  4  0  0  8  

％ 100.0  29.2  20.8  8.3  16.7  0.0  0.0  33.3  

60

代 

Ｎ 23  5  1  1  2  0  1  3  

％ 100.0  21.7  4.3  4.3  8.7  0.0  4.3  13.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q6. ガンや難病などに関して、いわゆる代替療法や民間療法（自宅で独自に食材摂取や手

当を行うこと）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ）  

表E6 代替医療や民間療法に関する考えについて 

Q6 全体 

1.代替療法や

民間療法は根

拠が希薄で、

自分なら選択

しないと思う 

2.代替療法や

民間療法は根

拠が希薄だが、

自分なら選択

するかもしれ

ない 

3.代替療法や民間

療法はそれなりに

効果を経験した人

がいると思うので、

自分なら選択する

かもしれない 

4.代替療法や民間療

法にはまだ医学では

解明できない有効な

効果が含まれている

と思うので、自分な

ら選択すると思う 

5. わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  49  23  22  0  36  

％ 100.0  37.7  17.7  16.9  0.0  27.7  

20

代 

Ｎ 27  8  7  5  0  7  

％ 100.0  29.6  25.9  18.5  0.0  25.9  

30

代 

Ｎ 29  12  7  3  0  7  

％ 100.0  41.4  24.1  10.3  0.0  24.1  

40

代 

Ｎ 27  10  2  3  0  12  

％ 100.0  37.0  7.4  11.1  0.0  44.4  

50

代 

Ｎ 24  8  3  5  0  8  

％ 100.0  33.3  12.5  20.8  0.0  33.3  

60

代 

Ｎ 23  11  4  6  0  2  

％ 100.0  47.8  17.4  26.1  0.0  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q7. 未来型の医療として、あなたがイメージできるのは、次のうちどれですか。  

表E7 未来型医療のイメージについて 
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Q7 全体 

1.待ち時

間ゼロで

いつでも

受診でき

る医療機

関 

2.全く家か

ら出なくと

も、精密な

検 査 や 診

療、治療が

受けられる

こと 

3.治療や手

術などの期

間や時間が

大幅に短縮

されること

（１回や１

日で完治な

ど） 

4. 治 療 や

手術、検査

な ど で 全

く 痛 み を

感 じ な い

よ う に で

きること 

5.自分の遺伝

子から健康な

臓 器 を 複 製

し、病気にな

った部分と差

し替えること

ができること 

6.常に日常生

活の中から身

体の情報を収

集し、自覚症

状が出る前に

疾病の警告が

得られること 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  46  35  61  56  46  34  

％ 100.0  35.4  26.9  46.9  43.1  35.4  26.2  

20

代 

Ｎ 27  6  4  17  13  11  6  

％ 100.0  22.2  14.8  63.0  48.1  40.7  22.2  

30

代 

Ｎ 29  12  10  9  12  11  11  

％ 100.0  41.4  34.5  31.0  41.4  37.9  37.9  

40

代 

Ｎ 27  12  7  10  10  11  3  

％ 100.0  44.4  25.9  37.0  37.0  40.7  11.1  

50

代 

Ｎ 24  9  5  12  11  6  7  

％ 100.0  37.5  20.8  50.0  45.8  25.0  29.2  

60

代 

Ｎ 23  7  9  13  10  7  7  

％ 100.0  30.4  39.1  56.5  43.5  30.4  30.4  

 

Q7(続き) 全体 

7.老化をコント

ロールし、長期間

にわたって若々

しい身体の状態

が維持される技

術 

8.視力や聴力、

筋力を代替する

超小型ハイテク

機器を身体に埋

め込む技術 

9.人に代わ

って、ＡＩや

ロボットが

診察する病

院の登場 

10.病院ではな

く自宅で、自分

で治療を行う

ことができる

機器の登場 

11.

そ

の

他 

12.わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  30  18  31  22  1  16  

％ 100.0  23.1  13.8  23.8  16.9  0.8  12.3  

20

代 

Ｎ 27  3  5  5  3  0  2  

％ 100.0  11.1  18.5  18.5  11.1  0.0  7.4  

30

代 

Ｎ 29  8  4  9  8  1  3  

％ 100.0  27.6  13.8  31.0  27.6  3.4  10.3  

40

代 

Ｎ 27  6  6  10  6  0  4  

％ 100.0  22.2  22.2  37.0  22.2  0.0  14.8  
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50

代 

Ｎ 24  6  2  4  2  0  5  

％ 100.0  25.0  8.3  16.7  8.3  0.0  20.8  

60

代 

Ｎ 23  7  1  3  3  0  2  

％ 100.0  30.4  4.3  13.0  13.0  0.0  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q8. 医療技術や製薬技術の進歩のために、あなたの体の情報や診療・検査結果のデータを

第三者が利用することについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（１つだけ） 

表E8 医療データの第三者利用について 

Q8 全体 

1.個人が特定

されないので

あれば、予め

同意がなくと

もＤＮＡ（遺

伝子）情報を

含む様々なデ

ータを自由に

使って、医療・

製薬技術の開

発に利用して

も よ い と 思

う。 

2.個人が特定

されないので

あれば、予め

同意をしたも

とで、ＤＮＡ

（遺伝子）情

報を含む様々

なデータを自

由に使って、

医療・製薬技

術の開発に利

用してもよい

と思う。 

3.個人が特

定されない

のであれば、

ＤＮＡ（遺伝

子）情報以外

ならば、予め

同意がなく

とも自由に

使って、医

療・製薬技術

の開発に利

用してもよ

いと思う。 

4.個人が特定

されないので

あれば、ＤＮ

Ａ（遺伝子）

情報以外なら

ば、予め同意

をし たもと

で、自由に使

って、医療製

薬技術の開発

に利用しても

よいと思う。 

5. 例 え 個

人 が 特 定

さ れ な く

とも、個人

の身体、治

療 に か か

わ る デ ー

タ を 第 三

者 が 利 用

す る こ と

に は 反 対

である。 

6.わか

らない

／この

中にあ

てはま

るもの

はない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  20  42  13  16  14  25  

％ 100.0  15.4  32.3  10.0  12.3  10.8  19.2  

20

代 

Ｎ 27  4  13  1  5  1  3  

％ 100.0  14.8  48.1  3.7  18.5  3.7  11.1  

30

代 

Ｎ 29  1  11  4  2  6  5  

％ 100.0  3.4  37.9  13.8  6.9  20.7  17.2  

40

代 

Ｎ 27  9  6  4  1  1  6  

％ 100.0  33.3  22.2  14.8  3.7  3.7  22.2  

50

代 

Ｎ 24  4  5  1  4  2  8  

％ 100.0  16.7  20.8  4.2  16.7  8.3  33.3  

60

代 

Ｎ 23  2  7  3  4  4  3  

％ 100.0  8.7  30.4  13.0  17.4  17.4  13.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 
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Q9. ＡＩ（人工知能）による医療診断について、あなたの考えに近い（ある程度以上同意

する）ものはどれですか。（いくつでも） 

表E9 ＡＩによる医療診断について  

Q9 全体 

1. 根 拠 が

明示され、

結 果 に 納

得 が で き

る 

2.待ち時

間のスト

レスを緩

和できる 

3.治療時

間の短縮

化が期待

できる 

4. 金 銭

的 コ ス

ト を 改

善 で き

る 

5.人手不

足の問題

を解消で

きる 

6.地域格

差の問題

を解消で

きる 

7. 間 違 っ

た 診 断 で

不 快 に な

ら な く て

済む 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  22  45  38  48  68  42  22  

％ 100.0  16.9  34.6  29.2  36.9  52.3  32.3  16.9  

20

代 

Ｎ 27  2  9  4  8  17  8  2  

％ 100.0  7.4  33.3  14.8  29.6  63.0  29.6  7.4  

30

代 

Ｎ 29  5  11  11  14  16  7  6  

％ 100.0  17.2  37.9  37.9  48.3  55.2  24.1  20.7  

40

代 

Ｎ 27  4  8  7  9  9  11  8  

％ 100.0  14.8  29.6  25.9  33.3  33.3  40.7  29.6  

50

代 

Ｎ 24  6  8  6  9  13  9  5  

％ 100.0  25.0  33.3  25.0  37.5  54.2  37.5  20.8  

60

代 

Ｎ 23  5  9  10  8  13  7  1  

％ 100.0  21.7  39.1  43.5  34.8  56.5  30.4  4.3  

 

Q9(続き) 全体 

8.診断に対

しての責任

の所在に不

安を感じる 

9.自分の感

情や状況を

理解しても

らえるとは

思えない 

10.複雑な

症例は診

断しきれ

ないと思

う 

11.医師がＡ

Ｉに依存し

て本来の役

割を果たせ

なくなる 

12.医師が

人 工 知 能

を 使 い こ

な せ な い

と思う 

13.

その

他 

14. わ

か ら

ない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  35  29  44  23  17  0  16  

％ 100.0  26.9  22.3  33.8  17.7  13.1  0.0  12.3  

20

代 

Ｎ 27  14  9  11  6  3  0  0  

％ 100.0  51.9  33.3  40.7  22.2  11.1  0.0  0.0  

30

代 

Ｎ 29  8  6  13  8  6  0  3  

％ 100.0  27.6  20.7  44.8  27.6  20.7  0.0  10.3  

40

代 

Ｎ 27  3  5  8  1  2  0  6  

％ 100.0  11.1  18.5  29.6  3.7  7.4  0.0  22.2  

Ｎ 24  5  3  7  3  2  0  5  
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50

代 
％ 100.0  20.8  12.5  29.2  12.5  8.3  0.0  20.8  

60

代 

Ｎ 23  5  6  5  5  4  0  2  

％ 100.0  21.7  26.1  21.7  21.7  17.4  0.0  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q10. あなたが、次のなかで、ＡＩ（人工知能）やロボットに任せてもよいと思う診療行為

はどれですか。（いくつでも） 

表E10 ＡＩに任せてもよい診療行為について 

Q10 全体 

1.症状から訪

れるべき医療

機関や診療科

の選択や候補

の提示 

2. 初 診

や 再 診

の 予 約

の受付 

3. 初

診 の

際 の

問診 

4.身長、体重、

血圧、視力、

聴力、心拍数、

体温などの測

定 

5.処方箋

に基づく

調剤や薬

の給付 

6.診療や

投薬の代

金支払い

の会計 

7.健康診

断書や診

療内容の

証明書の

発行 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  67  84  49  96  42  67  55  

％ 100.0  51.5  64.6  37.7  73.8  32.3  51.5  42.3  

20

代 

Ｎ 27  16  19  12  23  9  17  14  

％ 100.0  59.3  70.4  44.4  85.2  33.3  63.0  51.9  

30

代 

Ｎ 29  15  20  14  21  10  17  13  

％ 100.0  51.7  69.0  48.3  72.4  34.5  58.6  44.8  

40

代 

Ｎ 27  12  18  5  17  9  13  9  

％ 100.0  44.4  66.7  18.5  63.0  33.3  48.1  33.3  

50

代 

Ｎ 24  11  16  9  17  9  9  8  

％ 100.0  45.8  66.7  37.5  70.8  37.5  37.5  33.3  

60

代 

Ｎ 23  13  11  9  18  5  11  11  

％ 100.0  56.5  47.8  39.1  78.3  21.7  47.8  47.8  

 

Q10(続き) 全体 

8.一般の健康診

断の結果の分析

と 本 人 へ の 告

知・説明と保健

指導 

9.患者からの

病状や治療方

針等の質問・相

談に対する回

答 

10.入院時の

病室の巡回、

体温測定、病

状の確認 

11. レ

ントゲ

ンの撮

影 

12.

採血 

13. 注

射 や

点滴 

14.

歯 科

治療 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  18  10  24  37  12  11  5  

％ 100.0  13.8  7.7  18.5  28.5  9.2  8.5  3.8  

Ｎ 27  6  3  6  10  3  3  1  
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20

代 
％ 100.0  22.2  11.1  22.2  37.0  11.1  11.1  3.7  

30

代 

Ｎ 29  4  1  6  8  3  3  1  

％ 100.0  13.8  3.4  20.7  27.6  10.3  10.3  3.4  

40

代 

Ｎ 27  3  2  5  8  2  2  1  

％ 100.0  11.1  7.4  18.5  29.6  7.4  7.4  3.7  

50

代 

Ｎ 24  1  0  2  5  2  1  1  

％ 100.0  4.2  0.0  8.3  20.8  8.3  4.2  4.2  

60

代 

Ｎ 23  4  4  5  6  2  2  1  

％ 100.0  17.4  17.4  21.7  26.1  8.7  8.7  4.3  

 

Q10(続き) 全体 
15.外科手術（開腹を

伴うもの） 

16.死亡の

判定 

17.ガンの告知と治療

方針の説明 

18. そ

の他 

19.わから

ない 

年

齢 

全体 
Ｎ 130  8  8  7  0  12  

％ 100.0  6.2  6.2  5.4  0.0  9.2  

20

代 

Ｎ 27  2  5  3  0  0  

％ 100.0  7.4  18.5  11.1  0.0  0.0  

30

代 

Ｎ 29  1  0  1  0  2  

％ 100.0  3.4  0.0  3.4  0.0  6.9  

40

代 

Ｎ 27  2  1  2  0  3  

％ 100.0  7.4  3.7  7.4  0.0  11.1  

50

代 

Ｎ 24  1  1  0  0  5  

％ 100.0  4.2  4.2  0.0  0.0  20.8  

60

代 

Ｎ 23  2  1  1  0  2  

％ 100.0  8.7  4.3  4.3  0.0  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q11. あなたの現在の健康状態はいかがですか。（１つだけ） 

表E11 現在の健康状態について  

Q11 全体 1.よい 2.まあよい 3.ふつう 4.あまりよくない 5.よくない 

年

齢 

全体 
Ｎ 130  21  38  47  17  7  

％ 100.0  16.2  29.2  36.2  13.1  5.4  

20 代 
Ｎ 27  6  11  8  2  0  

％ 100.0  22.2  40.7  29.6  7.4  0.0  

30 代 Ｎ 29  7  6  8  7  1  
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％ 100.0  24.1  20.7  27.6  24.1  3.4  

40 代 
Ｎ 27  4  3  13  5  2  

％ 100.0  14.8  11.1  48.1  18.5  7.4  

50 代 
Ｎ 24  1  9  10  2  2  

％ 100.0  4.2  37.5  41.7  8.3  8.3  

60 代 
Ｎ 23  3  9  8  1  2  

％ 100.0  13.0  39.1  34.8  4.3  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q12. あなたが健康を維持するために行っていることをお選びください。（いくつでも） 

表E12 健康維持のための行動について  

Q12 全体 

1.職場や市

町村の実施

する健康診

断を必ず受

ける 

2.自発的

に人間ド

ックを受

診する 

3.定期的に

運動・フィ

ットネス・

体操等を継

続する 

4.つねに食

事に気をつ

け、望ましい

食生活を実

践する 

5.レジャー

や旅行など

の余暇活動

の充実をさ

せている 

6.スマホや

パソコン等

の健康サポ

ートアプリ

を利用する 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  50  9  27  35  25  6  

％ 100.0  38.5  6.9  20.8  26.9  19.2  4.6  

20

代 

Ｎ 27  8  1  6  8  12  1  

％ 100.0  29.6  3.7  22.2  29.6  44.4  3.7  

30

代 

Ｎ 29  10  1  3  7  4  3  

％ 100.0  34.5  3.4  10.3  24.1  13.8  10.3  

40

代 

Ｎ 27  5  1  2  6  2  0  

％ 100.0  18.5  3.7  7.4  22.2  7.4  0.0  

50

代 

Ｎ 24  12  4  6  5  4  0  

％ 100.0  50.0  16.7  25.0  20.8  16.7  0.0  

60

代 

Ｎ 23  15  2  10  9  3  2  

％ 100.0  65.2  8.7  43.5  39.1  13.0  8.7  

 

Q12(続き) 全体 

7.新聞・テレビ・雑誌

などで健康の情報・知

識を増やすようにし

ている 

8.油分・塩分

を取りすぎな

いようにする 

9.酒・タバ

コを控え

ている 

10.過労に注意し、

睡眠、休養を十分

とるよう心がけて

いる 

11. あ て

はまるも

のはない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  21  34  31  47  31  

％ 100.0  16.2  26.2  23.8  36.2  23.8  
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20

代 

Ｎ 27  2  6  8  10  6  

％ 100.0  7.4  22.2  29.6  37.0  22.2  

30

代 

Ｎ 29  3  7  7  8  6  

％ 100.0  10.3  24.1  24.1  27.6  20.7  

40

代 

Ｎ 27  2  6  3  8  12  

％ 100.0  7.4  22.2  11.1  29.6  44.4  

50

代 

Ｎ 24  4  4  4  9  5  

％ 100.0  16.7  16.7  16.7  37.5  20.8  

60

代 

Ｎ 23  10  11  9  12  2  

％ 100.0  43.5  47.8  39.1  52.2  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q13. 今後、AIやロボット技術の進展と介護人材の不足に伴って、ヒト型AIロボットが介護

の世話を行う時代が来るかもしれません。この時、あなたがヒト型AIロボットによって介

護してもらった方が良いか従来の介護士（人）によって介護してもらった方が良いかを選

んでください。 

表E13-1 食事の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  7  15  57  31  20  

％ 100.0  5.4  11.5  43.8  23.8  15.4  

20

代 

Ｎ 27  0  3  10  9  5  

％ 100.0  0.0  11.1  37.0  33.3  18.5  

30

代 

Ｎ 29  5  3  11  7  3  

％ 100.0  17.2  10.3  37.9  24.1  10.3  

40

代 

Ｎ 27  1  4  15  5  2  

％ 100.0  3.7  14.8  55.6  18.5  7.4  

50

代 

Ｎ 24  1  3  11  5  4  

％ 100.0  4.2  12.5  45.8  20.8  16.7  

60

代 

Ｎ 23  0  2  10  5  6  

％ 100.0  0.0  8.7  43.5  21.7  26.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-2 入浴の介助 
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Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  19  31  45  20  15  

％ 100.0  14.6  23.8  34.6  15.4  11.5  

20

代 

Ｎ 27  1  5  9  7  5  

％ 100.0  3.7  18.5  33.3  25.9  18.5  

30

代 

Ｎ 29  8  6  10  4  1  

％ 100.0  27.6  20.7  34.5  13.8  3.4  

40

代 

Ｎ 27  5  8  10  3  1  

％ 100.0  18.5  29.6  37.0  11.1  3.7  

50

代 

Ｎ 24  4  6  8  4  2  

％ 100.0  16.7  25.0  33.3  16.7  8.3  

60

代 

Ｎ 23  1  6  8  2  6  

％ 100.0  4.3  26.1  34.8  8.7  26.1  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-3 整容の介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  10  15  66  27  12  

％ 100.0  7.7  11.5  50.8  20.8  9.2  

20

代 

Ｎ 27  0  3  14  8  2  

％ 100.0  0.0  11.1  51.9  29.6  7.4  

30

代 

Ｎ 29  3  2  15  7  2  

％ 100.0  10.3  6.9  51.7  24.1  6.9  

40

代 

Ｎ 27  4  5  14  3  1  

％ 100.0  14.8  18.5  51.9  11.1  3.7  

50

代 

Ｎ 24  2  2  11  5  4  

％ 100.0  8.3  8.3  45.8  20.8  16.7  

60

代 

Ｎ 23  1  3  12  4  3  

％ 100.0  4.3  13.0  52.2  17.4  13.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-4 移動の介助 
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Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  20  28  61  13  8  

％ 100.0  15.4  21.5  46.9  10.0  6.2  

20

代 

Ｎ 27  4  8  10  4  1  

％ 100.0  14.8  29.6  37.0  14.8  3.7  

30

代 

Ｎ 29  5  5  14  3  2  

％ 100.0  17.2  17.2  48.3  10.3  6.9  

40

代 

Ｎ 27  7  7  11  1  1  

％ 100.0  25.9  25.9  40.7  3.7  3.7  

50

代 

Ｎ 24  3  3  12  3  3  

％ 100.0  12.5  12.5  50.0  12.5  12.5  

60

代 

Ｎ 23  1  5  14  2  1  

％ 100.0  4.3  21.7  60.9  8.7  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-5 トイレの介助 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  30  40  37  12  11  

％ 100.0  23.1  30.8  28.5  9.2  8.5  

20

代 

Ｎ 27  4  10  6  4  3  

％ 100.0  14.8  37.0  22.2  14.8  11.1  

30

代 

Ｎ 29  11  7  4  4  3  

％ 100.0  37.9  24.1  13.8  13.8  10.3  

40

代 

Ｎ 27  8  7  11  0  1  

％ 100.0  29.6  25.9  40.7  0.0  3.7  

50

代 

Ｎ 24  6  6  6  3  3  

％ 100.0  25.0  25.0  25.0  12.5  12.5  

60

代 

Ｎ 23  1  10  10  1  1  

％ 100.0  4.3  43.5  43.5  4.3  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-6 話し相手 
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Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. ど ち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  4  5  45  38  38  

％ 100.0  3.1  3.8  34.6  29.2  29.2  

20

代 

Ｎ 27  0  0  6  10  11  

％ 100.0  0.0  0.0  22.2  37.0  40.7  

30

代 

Ｎ 29  1  0  12  8  8  

％ 100.0  3.4  0.0  41.4  27.6  27.6  

40

代 

Ｎ 27  1  1  10  8  7  

％ 100.0  3.7  3.7  37.0  29.6  25.9  

50

代 

Ｎ 24  1  3  8  4  8  

％ 100.0  4.2  12.5  33.3  16.7  33.3  

60

代 

Ｎ 23  1  1  9  8  4  

％ 100.0  4.3  4.3  39.1  34.8  17.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-7 ゲームや娯楽の相手 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  11  23  61  18  17  

％ 100.0  8.5  17.7  46.9  13.8  13.1  

20

代 

Ｎ 27  3  5  8  5  6  

％ 100.0  11.1  18.5  29.6  18.5  22.2  

30

代 

Ｎ 29  3  5  15  4  2  

％ 100.0  10.3  17.2  51.7  13.8  6.9  

40

代 

Ｎ 27  3  4  12  4  4  

％ 100.0  11.1  14.8  44.4  14.8  14.8  

50

代 

Ｎ 24  2  4  12  2  4  

％ 100.0  8.3  16.7  50.0  8.3  16.7  

60

代 

Ｎ 23  0  5  14  3  1  

％ 100.0  0.0  21.7  60.9  13.0  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-8 部屋の掃除 
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Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  27  33  57  8  5  

％ 100.0  20.8  25.4  43.8  6.2  3.8  

20

代 

Ｎ 27  4  7  11  2  3  

％ 100.0  14.8  25.9  40.7  7.4  11.1  

30

代 

Ｎ 29  9  6  11  2  1  

％ 100.0  31.0  20.7  37.9  6.9  3.4  

40

代 

Ｎ 27  7  7  12  1  0  

％ 100.0  25.9  25.9  44.4  3.7  0.0  

50

代 

Ｎ 24  4  6  13  1  0  

％ 100.0  16.7  25.0  54.2  4.2  0.0  

60

代 

Ｎ 23  3  7  10  2  1  

％ 100.0  13.0  30.4  43.5  8.7  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-9 薬の管理 

Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  21  30  50  18  11  

％ 100.0  16.2  23.1  38.5  13.8  8.5  

20

代 

Ｎ 27  5  6  8  6  2  

％ 100.0  18.5  22.2  29.6  22.2  7.4  

30

代 

Ｎ 29  5  6  10  4  4  

％ 100.0  17.2  20.7  34.5  13.8  13.8  

40

代 

Ｎ 27  7  6  12  1  1  

％ 100.0  25.9  22.2  44.4  3.7  3.7  

50

代 

Ｎ 24  2  5  11  4  2  

％ 100.0  8.3  20.8  45.8  16.7  8.3  

60

代 

Ｎ 23  2  7  9  3  2  

％ 100.0  8.7  30.4  39.1  13.0  8.7  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E13-10 お金の管理 
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Q13 全体 
1.ロボット

の方が良い 

2.どちらかと言えば

ロボットの方が良い 

3. どち ら

でも良い 

4.どちらかと言え

ば、人の方が良い 

5.人の方

が良い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  29  31  46  11  13  

％ 100.0  22.3  23.8  35.4  8.5  10.0  

20

代 

Ｎ 27  5  11  6  1  4  

％ 100.0  18.5  40.7  22.2  3.7  14.8  

30

代 

Ｎ 29  5  7  8  5  4  

％ 100.0  17.2  24.1  27.6  17.2  13.8  

40

代 

Ｎ 27  9  3  13  1  1  

％ 100.0  33.3  11.1  48.1  3.7  3.7  

50

代 

Ｎ 24  5  6  10  2  1  

％ 100.0  20.8  25.0  41.7  8.3  4.2  

60

代 

Ｎ 23  5  4  9  2  3  

％ 100.0  21.7  17.4  39.1  8.7  13.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q14. 近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前

の意思表示）」などの問題が話題になっていますが、それぞれについて、あてはまるもの

をお選びください。  

表E14-1 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎えることが避けられない

状態にある場合、「延命治療」（ここでは治癒にはつながらず、死期を先延ばしするような処置で

あるものとする）を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかといえ

ば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  6  12  34  40  38  

％ 100.0  4.6  9.2  26.2  30.8  29.2  

20

代 

Ｎ 27  1  3  8  8  7  

％ 100.0  3.7  11.1  29.6  29.6  25.9  

30

代 

Ｎ 29  1  4  7  9  8  

％ 100.0  3.4  13.8  24.1  31.0  27.6  

40

代 

Ｎ 27  2  1  6  9  9  

％ 100.0  7.4  3.7  22.2  33.3  33.3  

50

代 

Ｎ 24  1  1  6  9  7  

％ 100.0  4.2  4.2  25.0  37.5  29.2  

Ｎ 23  1  3  7  5  7  
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60

代 
％ 100.0  4.3  13.0  30.4  21.7  30.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E14-2 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

ある場合、「尊厳死」（ここでは、延命治療をやめて痛みを緩和する処置にとどめて、自然死を迎

えるものとする）を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかといえ

ば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  30  46  37  11  6  

％ 100.0  23.1  35.4  28.5  8.5  4.6  

20

代 

Ｎ 27  4  10  10  3  0  

％ 100.0  14.8  37.0  37.0  11.1  0.0  

30

代 

Ｎ 29  7  10  7  3  2  

％ 100.0  24.1  34.5  24.1  10.3  6.9  

40

代 

Ｎ 27  7  10  7  1  2  

％ 100.0  25.9  37.0  25.9  3.7  7.4  

50

代 

Ｎ 24  8  8  6  1  1  

％ 100.0  33.3  33.3  25.0  4.2  4.2  

60

代 

Ｎ 23  4  8  7  3  1  

％ 100.0  17.4  34.8  30.4  13.0  4.3  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E14-3 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師の手助け

により、患者が自ら苦しまない方法で自死を行う形での安楽死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかといえ

ば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  26  38  51  10  5  

％ 100.0  20.0  29.2  39.2  7.7  3.8  

20

代 

Ｎ 27  3  10  10  2  2  

％ 100.0  11.1  37.0  37.0  7.4  7.4  

30

代 

Ｎ 29  9  4  11  3  2  

％ 100.0  31.0  13.8  37.9  10.3  6.9  

Ｎ 27  5  11  10  0  1  
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40

代 
％ 100.0  18.5  40.7  37.0  0.0  3.7  

50

代 

Ｎ 24  6  8  8  2  0  

％ 100.0  25.0  33.3  33.3  8.3  0.0  

60

代 

Ｎ 23  3  5  12  3  0  

％ 100.0  13.0  21.7  52.2  13.0  0.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E14-4 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きい場合に、患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師が処置に

より患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちら と

も言えない 

4.どちらかとい

えば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  23  37  54  10  6  

％ 100.0  17.7  28.5  41.5  7.7  4.6  

20

代 

Ｎ 27  6  8  10  1  2  

％ 100.0  22.2  29.6  37.0  3.7  7.4  

30

代 

Ｎ 29  5  5  15  1  3  

％ 100.0  17.2  17.2  51.7  3.4  10.3  

40

代 

Ｎ 27  4  9  10  3  1  

％ 100.0  14.8  33.3  37.0  11.1  3.7  

50

代 

Ｎ 24  5  8  9  2  0  

％ 100.0  20.8  33.3  37.5  8.3  0.0  

60

代 

Ｎ 23  3  7  10  3  0  

％ 100.0  13.0  30.4  43.5  13.0  0.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E14-5 あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎える可能性が高い状態に

あり、かつ痛みや苦痛が大きく、さらにあなたが意思表示できないような重篤な状態の場合に医師

や家族の判断で延命治療をやめ、医師が処置により患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽

死を選択しますか。 

Q14 全体 
1.積極的に

選択する 

2.どちらかとい

えば選択する 

3.どちらとも

言えない 

4.どちらかといえ

ば選択しない 

5.決して選

択しない 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  27  49  45  6  3  

％ 100.0  20.8  37.7  34.6  4.6  2.3  



85 

20

代 

Ｎ 27  5  12  9  0  1  

％ 100.0  18.5  44.4  33.3  0.0  3.7  

30

代 

Ｎ 29  7  8  10  3  1  

％ 100.0  24.1  27.6  34.5  10.3  3.4  

40

代 

Ｎ 27  7  8  11  0  1  

％ 100.0  25.9  29.6  40.7  0.0  3.7  

50

代 

Ｎ 24  5  13  5  1  0  

％ 100.0  20.8  54.2  20.8  4.2  0.0  

60

代 

Ｎ 23  3  8  10  2  0  

％ 100.0  13.0  34.8  43.5  8.7  0.0  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

Q15. あなたの居住する市町村内または隣接する市町村にカジノを中心に宿泊施設、テーマ

パーク、商業施設などを一体的に整備する統合型リゾート（IR）が設置される場合に関し、

ギャンブル依存や風紀の乱れが心配されている一方で、地域振興も期待されています。こ

のことについてあなたの考えに近いものをお選びください。 

表E15-1【Ａ】カジノなどの問題はあるかもしれないが、IRによって自分の地域の経済や人口の交

流が活性化されることを重視・評価して設置には賛成する。【Ｂ】IR内のカジノによってギャンブ

ル依存や地域の風紀が乱れる心配があるので、設置には反対する。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや Aに近い 3.どちらともいえない 4.やや Bに近い 5.Bに近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  11  20  27  30  42  

％ 100.0  8.5  15.4  20.8  23.1  32.3  

20

代 

Ｎ 27  2  8  4  5  8  

％ 100.0  7.4  29.6  14.8  18.5  29.6  

30

代 

Ｎ 29  1  3  9  6  10  

％ 100.0  3.4  10.3  31.0  20.7  34.5  

40

代 

Ｎ 27  6  4  4  4  9  

％ 100.0  22.2  14.8  14.8  14.8  33.3  

50

代 

Ｎ 24  1  3  6  9  5  

％ 100.0  4.2  12.5  25.0  37.5  20.8  

60

代 

Ｎ 23  1  2  4  6  10  

％ 100.0  4.3  8.7  17.4  26.1  43.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E15-2【Ａ】諸外国に既にIRが存在し、観光客などが多く来訪して栄えている実績があるのだか
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ら、治安や風紀に関する心配は過剰で、設置には賛成である。【Ｂ】経済効果があり、治安や風紀

も問題ないとしても、外国人観光客にアピールするべき日本の良さはもっと別のものがあると思う

ので、設置には反対である。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  9  22  36  31  32  

％ 100.0  6.9  16.9  27.7  23.8  24.6  

20

代 

Ｎ 27  2  4  6  7  8  

％ 100.0  7.4  14.8  22.2  25.9  29.6  

30

代 

Ｎ 29  1  6  12  3  7  

％ 100.0  3.4  20.7  41.4  10.3  24.1  

40

代 

Ｎ 27  4  6  6  5  6  

％ 100.0  14.8  22.2  22.2  18.5  22.2  

50

代 

Ｎ 24  2  3  8  7  4  

％ 100.0  8.3  12.5  33.3  29.2  16.7  

60

代 

Ｎ 23  0  3  4  9  7  

％ 100.0  0.0  13.0  17.4  39.1  30.4  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E15-3【Ａ】地域が振興することは十分に見込まれるのであれば、カジノという手段にあまりこ

だわらず、経済効果を追求してもよいと思う。【Ｂ】例え経済的な効果が見込まれるとしても、そ

もそもカジノを含むIRの設置という手段によって地域振興を達成しようとするべきではないと思

う。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  10  25  44  23  28  

％ 100.0  7.7  19.2  33.8  17.7  21.5  

20

代 

Ｎ 27  2  8  8  5  4  

％ 100.0  7.4  29.6  29.6  18.5  14.8  

30

代 

Ｎ 29  2  6  11  4  6  

％ 100.0  6.9  20.7  37.9  13.8  20.7  

40

代 

Ｎ 27  4  4  9  2  8  

％ 100.0  14.8  14.8  33.3  7.4  29.6  

50

代 

Ｎ 24  1  4  8  7  4  

％ 100.0  4.2  16.7  33.3  29.2  16.7  

60

代 

Ｎ 23  1  3  8  5  6  

％ 100.0  4.3  13.0  34.8  21.7  26.1  
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注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

表E15-4【Ａ】IR設置の決定はある程度専門的で政策的な側面があるから、あまり細かなことまで

こだわって設置時期が遅れるようなことがない方がいい。【Ｂ】IR設置の意思決定のプロセスや業

者、政治家、設置権限を持つ人々の設置への関与の透明性が確保されない限り、設置には賛成でき

ない。 

Q15 全体 1.Aに近い 2.やや A に近い 3.どちらともいえない 4.やや B に近い 5.Bに近い 

年

齢 

全

体 

Ｎ 130  7  21  34  32  36  

％ 100.0  5.4  16.2  26.2  24.6  27.7  

20

代 

Ｎ 27  2  4  7  10  4  

％ 100.0  7.4  14.8  25.9  37.0  14.8  

30

代 

Ｎ 29  2  5  10  6  6  

％ 100.0  6.9  17.2  34.5  20.7  20.7  

40

代 

Ｎ 27  3  5  5  6  8  

％ 100.0  11.1  18.5  18.5  22.2  29.6  

50

代 

Ｎ 24  0  5  7  4  8  

％ 100.0  0.0  20.8  29.2  16.7  33.3  

60

代 

Ｎ 23  0  2  5  6  10  

％ 100.0  0.0  8.7  21.7  26.1  43.5  

注：表の上段は、回答者数（人）。下段は全体に対する比率（％）を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



88 

 

 

F．未来型医療に関するアンケート調査票 
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問 1 あなたが、未来のあるべき姿と比較して、現在の日本の状況について、ある程度満足に近い

レベルまで達成されていると思うものは、どれですか。（○はいくつでも） 

１．高齢者福祉         ２．ＩＴ・通信技術          ３．車の安全運転技術 

４．地球温暖化対策       ５．自然災害に対する防災対策     ６．選挙・政治制度 

７．医療・治療技術       ８．男女平等             ９．子育て支援 

10．裁判制度          11．マスコミの報道姿勢        12．救急搬送 

13．政府や自治体の情報公開   14．その他（          ）  15．わからない 

問 2 今後医療費が増大した場合、健康保険で受けられる医療サービスの水準と、その費用の負担

の関係について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（○は１つだけ） 

１．今後、多少負担が増えても、現在の健康保険で受けられる医療サービスの水準を維持するべきだ 

２．これ以上負担が増えないように、健康保険で受けられる医療サービスの水準をやや抑え気味にするべき           

だ 

３．負担を低くするために、健康保険で受けられる医療サービスの水準を抑制していくべきだ 

４．わからない 

 

問 3 あなたは、今後、社会保障費の増大を抑制するため、政府が取り組みを強化するべきだと思

うものはどれですか。（○はいくつでも） 

１．予防活動や定期的な健康診断の受診など、本人が病気や要介護にならないような行動を評価する制度（健

康保険料や介護保険料や自己負担割合の軽減など） 

２．健診を受けない行動、疾病や予防活動を行わない等、病気や要介護を避けようとしないような行動にペ

ナルティを与える制度（健康・介護保険料の増額や自己負担割合の引き上げなど） 

３．甘味の炭酸飲料や塩分を多く含む加工食品等に対して、疾病予防の見地から税金を課し、それらの食品

等の摂取を抑制するように誘導する制度 

４．病院・診療所の治療成績や費用を情報公開し、患者が自分の判断で医療機関を選べるシステムの推進 

５．ＤＮＡなど遺伝子レベルでの検査や治療の拡大と推進 

６．ＡＩやＩＣＴ技術、ロボット等の導入による、医療・福祉のコンピュータ化、情報化、ロボット化の推進 

７．その他（                                     ） 

８．わからない 

 

問 4 あなたが、カウンセリングや心理相談など「心の健康」に関する治療や相談について、これま

で経験したものはどれですか。（○はいくつでも） 

 1.非常に満

足できた 

2.やや満

足できた 

3.どちらと

もいえない 

4.あまり満足

できなかった 

5.全く満足で

きなかった 

1.公立の医療機関（病院等）で

の治療や相談 
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2.私立の医療機関（病院等）で

の治療や相談 

     

3.公立の相談機関（センター、

相談所）での相談 

     

4.私立や民間の相談機関（セン

ター、相談所）での相談 

     

 

問 5 あなたは、以下にあげる健康法や病気の治療法に関する情報源で、ある程度信用している情

報源はどれですか。（○はいくつでも） 

１．ＮＨＫで放送されるテレビ・ラジオの健康番組による情報 

２．民放番組で放送されるテレビ・ラジオの健康番組による情報 

３．新聞の情報記事 

４．一般の雑誌・週刊誌などの情報記事 

５．健康専門雑誌の情報記事 

６．医師が執筆した書籍 

７．医師以外の方が執筆した書籍 

８．インターネット上の情報（厚生労働省や専門機関の示すもの） 

９．インターネット上の情報（民間企業の示すもの） 

10．インターネット上の情報（個人のブログやＳＮＳで発信されるもの） 

11．友人や知人の口コミでの情報 

12．広告やチラシ、ＤＭによって提供される情報 

13．その他（                                    ） 

14．特にない 

 

問 6 ガンや難病などに関して、いわゆる代替療法や民間療法（自宅で独自に食材摂取や手当を行

うこと）について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（○は１つだけ） 

１．代替療法や民間療法は根拠が希薄で、自分なら選択しないと思う 

２．代替療法や民間療法は根拠が希薄だが、自分なら選択するかもしれない 

３．代替療法や民間療法はそれなりに効果を経験した人がいると思うので、自分なら選択するかもしれない 

４．代替療法や民間療法にはまだ医学では解明できない有効な効果が含まれていると思うので、自分なら選択 

すると思う 

５．わからない 

 

問 7 未来型の医療として、あなたがイメージできるのは、次のうちどれですか。（○はいくつでも） 
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１．待ち時間ゼロでいつでも受診できる医療機関 

２．全く家から出なくとも、精密な検査や診療、治療が受けられること 

３．治療や手術などの期間や時間が大幅に短縮されること（１回や１日で完治など） 

４．治療や手術、検査などで全く痛みを感じないようにできること 

５．自分の遺伝子から健康な臓器を複製し、病気になった部分と差し替えることができること 

６．常に日常生活の中から身体の情報を収集し、自覚症状が出る前に疾病の警告が得られること 

７．老化をコントロールし、長期間にわたって若々しい身体の状態が維持される技術 

８．視力や聴力、筋力を代替する超小型ハイテク機器を身体に埋め込む技術 

９．人に代わって、ＡＩやロボットが診察する病院の登場 

10．病院ではなく自宅で、自分で治療を行うことができる機器の登場 

11．その他（                                    ） 

12．わからない 

 

問 8 医療技術や製薬技術の進歩のために、あなたの体の情報や診療・検査結果のデータを第三者

が利用することについて、あなたの考えに最も近いものはどれですか。（○は１つだけ） 

１．個人が特定されないのであれば、予め同意がなくともＤＮＡ（遺伝子）情報を含む様々なデータを自由

に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 

２．個人が特定されないのであれば、予め同意をしたもとで、ＤＮＡ（遺伝子）情報を含む様々なデータを

自由に使って、医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 

３．個人が特定されないのであれば、ＤＮＡ（遺伝子）情報以外ならば、予め同意がなくとも自由に使って、

医療・製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 

４．個人が特定されないのであれば、ＤＮＡ（遺伝子）情報以外ならば、予め同意をしたもとで、自由に使っ

て、医療製薬技術の開発に利用してもよいと思う。 

５．例え個人が特定されなくとも、個人の身体、治療にかかわるデータを第三者が利用することには反対で

ある。 

６．わからない/この中に当てはまるものはない 

 

問 9 ＡＩ（人工知能）による医療診断について、あなたの考えに近い（ある程度以上同意する）

ものはどれですか。（○はいくつでも） 

１．根拠が明示され、結果に納得ができる         ２．待ち時間のストレスを緩和できる 

３．治療時間の短縮化が期待できる            ４．金銭的コストを改善できる。 

５．人手不足の問題を解消できる             ６．地域格差の問題を解消できる 

７．間違った診断で不快にならなくて済む         ８．診断に対しての責任の所在に不安を感じ
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る 

９．自分の感情や状況を理解してもらえるとは思えない   10．複雑な症例は診断しきれないと思う 

11．医師がＡＩに依存して本来の役割を果たせなくなる   12．医師が人工知能を使いこなせないと思う 

13．その他（                   ）  14．わからない 

 

問 10 あなたが、次のなかで、ＡＩ（人工知能）やロボットに任せてもよいと思う診療行為はどれ

ですか。（○はいくつでも） 

１．症状から訪れるべき医療機関や診療科の選択や候補の提示 

２．初診や再診の予約の受付 

３．初診の際の問診 

４．身長、体重、血圧、視力、聴力、心拍数、体温の測定など 

５．処方箋に基づく調剤や薬の給付 

６．診療や投薬の代金支払いの会計 

７．健康診断書や診療内容の証明書の発行 

８．一般の健康診断の結果の分析と本人への告知・説明と保健指導 

９．患者からの病状や治療方針等の質問・相談に対する回答 

10．入院時の病室の巡回、体温測定、病状の確認 

11．レントゲンの撮影             12．採血              13．注射や点滴          14．歯科治療    

15．外科手術（開腹を伴うもの）   16．死亡の判定        17．ガンの告知と治療方針の説明 

18．その他（                 ）       19．わからない      

 

問 11 あなたの現在の健康状態はいかがですか。（○は１つだけ） 

１．よい       ２．まあよい       ３．ふつう     ４．あまりよくない  ５．よくない 

 

問 12 あなたは健康を維持するために行っていることをお選びください。（〇はいくつでも） 

１．職場や市町村の実施する健康診断を必ず受ける 

2.自発的に人間ドックを受診する 

3.定期的に運動・フィットネス・体操等を継続する 

4.つねに食事に気をつけ、望ましい食生活を実践する 

5.レジャーや旅行などの余暇活動の充実をさせている 

6.スマホやパソコン等の健康サポートアプリを利用する 

7.新聞・テレビ・雑誌などで健康の情報・知識を増やすようにしている 

8.油分・塩分を取りすぎないようにする 

9.酒・タバコを控えている 

10.過労に注意し、睡眠、休養を十分とるよう心がけている 
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11.あてはまるものはない 

 

 

問 13 今後、AI やロボット技術の進展と介護人材の不足に伴って、ヒト型 AI ロボットが介護の世

話を行う時代が来るかもしれません。この時、あなたがヒト型 AIロボットによって介護して

もらった方が良いか従来の介護士（人）によって介護してもらった方が良いかを選んでくだ

さい。 

 1.ロボッ

トの方が

良い 

2.どちらかと言

えばロボットの

方が良い 

3.どちら

でも良い 

4.どちらかと

言えば、人の方

が良い 

5. 人 の

方 が 良

い 

1.食事の介助      

2.入浴の介助      

3.整容の介助      

4.移動の介助      

5.トイレの介助      

6.話し相手      

7.ゲームや娯楽の相手      

8.部屋の掃除      

9.薬の管理      

10.お金の管理      

 

問 14 近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前の意思表

示）」などの問題が話題になっていますが、それぞれについて、お選びください。 

１．あなたが病気やケガで助かる見込みがなく、6か月以内に

死を迎えることが避けられない状態にある場合、「延命治療」

（ここでは治癒にはつながらず、死期を先延ばしするような

処置であるものとする）を選択しますか。 

１．積

極 的

に 選

択 す

る  

２．どち

ら か と

い え ば

選 択 す

る  

３．ど

ちらと

も言え

ない  

４．どち

ら か と

い え ば

選 択 し

ない  

５．決

し て

選 択

し な

い 

２．あなたが病気で助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎

える可能性が高い状態にある場合、尊厳死（ここでは、延命

治療をやめて痛みを緩和する処置にとどめて、自然死を迎え

るものとする）を選択しますか。 

     

３．あなたが病気で助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎

える可能性が高い状態にあり、かつ痛みや苦痛が大きい場合
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に患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師の手助け

により、患者が自ら苦しまない方法で自死を行う形での安楽

死を選択しますか。 

４．あなたが病気で助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎

える可能性が高い状態にあり、かつ痛みや苦痛が大きい場合

に患者の希望にしたがって、延命治療をやめて医師が処置に

より患者を苦しめない方法で死亡させる形での安楽死を選択

しますか。 

     

５．あなたが病気で助かる見込みがなく、6か月以内に死を迎

える可能性が高い状態にあり、かつ痛みや苦痛が大きく、さ

らにあなたが意思表示できないような重篤な状態の場合に医

師や家族の判断で延命治療をやめ、医師が処置により患者を

苦しめない方法で死亡させる形での安楽死を選択しますか。 

     

 

問 15 あなたの居住する市町村内または隣接する市町村にカジノを中心に宿泊施設、テーマパー

ク、商業施設などを一体的に整備する統合型リゾート（IR）が設置される場合に関し、ギャンブ

ル依存や風紀の乱れが心配されている一方、地域振興も期待されています。このことについてあ

なたの考えに近いものをお選びください。 

 1.Aの

方 に

近い 

 ２.や

や Aの方

に近い  

 3.ど

ちらと

もいえ

ない 

4. ど ち

ら か と

い え ば

同 意 し

ない  

5. 同

意 し

ない 

1A.カジノなどの問題はあるかもしれないが、ＩＲによって自

分の地域の経済や人口の交流が活性化されることを重視・

評価して設置には賛成する。 

1B.ＩＲ内のカジノによってギャンブル依存や地域の風紀が

乱れる心配があるので、設置には反対する。 

     

2A.諸外国に既にＩＲが存在し、観光客などが多く来訪して栄

えている実績があるのだから、治安や風紀に関する心配は

過剰で、設置には賛成である。 

2B.経済効果があり、治安や風紀も問題ないとしても、外国人
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観光客にアピールするべき日本の良さはもっと別のもがあ

ると思うので、設置には反対である。 

3A.地域が振興することは十分に見込まれるのであれば、カジ

ノという手段にあまりこだわらず、経済効果を追求しても

よいと思う。 

3B.例え経済的な効果が見込まれるとしても、そもそもカジノ

を含むＩＲの設置という手段によって地域振興を達成しよ

うとするべきではないと思う。 

     

4A.IR 設置の決定はある程度専門的で政策的な側面があるか

ら、あまり細かなことまでこだわって設置時期が遅れるよ

うなことがない方がいい。 

4B.ＩＲ設置の意思決定のプロセスや業者、政治家、設置権限

を持つ人々の設置への関与の透明性が確保されない限り、

設置には賛成できない。 
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